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福沢一太郎の米国留学と慶應義塾

福
沢
一
太
郎
の
米
国
留
学
と
慶
應
義
塾小　

川　

原　
　

正　

道

一
、
は
し
が
き

　

福
沢
一
太
郎
は
、
福
沢
諭
吉
（
以
下
、
福
沢
）
の
長
男
と
し
て
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
月
十
二
日
に
生
ま
れ
た
。
初
等
教
育

は
父
母
自
ら
授
け
、
十
歳
頃
か
ら
外
国
人
教
師
に
英
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
さ
せ
て
、
慶
應
義
塾
本
科
を
卒
業
し
た
上
で
、
一
太
郎

は
弟
・
捨
次
郎
と
と
も
に
米
国
に
留
学
し
て
い
る（（
（

。

　

捨
次
郎
の
留
学
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿（（
（

に
お
い
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
彼
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ

Ｔ
）
で
土
木
衛
生
工
学
、
特
に
鉄
道
に
つ
い
て
学
び
、
無
事
卒
業
し
て
い
る
。
帰
国
後
は
そ
の
知
見
を
生
か
し
て
山
陽
鉄
道
に
勤
め
、

一
、
は
し
が
き

二
、
幼
少
期
の
教
育
か
ら
米
国
留
学
ま
で

三
、
米
国
留
学
出
発
と
オ
バ
ー
リ
ン
大
学

四
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
と
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ

五
、
留
学
の
成
果
―
―
キ
リ
ス
ト
教
の
「
感
化
」
と
言
論
活
動

六
、
む
す
び
に
代
え
て
―
―
慶
應
義
塾
社
頭
と
し
て
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父
の
興
し
た
時
事
新
報
社
を
継
承
し
た
。
こ
の
二
歳
下
の
弟
に
比
し
て
、
学
問
の
面
で
も
、
性
格
の
面
で
も
、
福
沢
を
心
配
さ
せ
た

の
が
、
一
太
郎
で
あ
っ
た
。
福
沢
は
、
一
太
郎
は
数
学
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
農
学
の
実
務
を
身
に
つ
け
る
よ
う
勧
め
、
米
国
の

社
交
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
引
っ
込
み
思
案
な
性
格
も
改
善
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
一
太
郎
自
身
、
そ
う
し
た
父
の
期
待
に
応

え
て
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
農
学
を
学
ん
だ
が
、
途
中
で
退
学
し
た
、
と
さ
れ
て
き
た
が（（
（

、
果
た
し
て
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
入
学

し
て
、
そ
こ
で
何
を
学
ん
だ
か
、
留
学
は
ど
ん
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
十
分
に
あ
き
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
太
郎
は
帰
国
後
、
慶
應
義
塾
の
教
師
を
経
て
、
小
幡
篤
次
郎
の
後
を
継
い
で
慶
應
義
塾
社
頭
を
約
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て

務
め
、
一
時
は
塾
長
も
兼
務
す
る
こ
と
に
な
る（（
（

。
没
し
た
際
の
『
三
田
評
論
』
に
は
、
当
時
の
塾
長
・
小
泉
信
三
や
、
前
塾
長
の
林

毅
陸
な
ど
数
多
の
関
係
者
が
哀
悼
の
文
を
寄
せ
、
例
え
ば
林
は
、
一
太
郎
と
捨
次
郎
は
「
兄
弟
に
て
父
福
沢
大
先
生
の
一
面
づ
つ
を

分
け
て
受
け
継
い
だ
か
の
如
く
に
思
は
れ
た
」
と
し
て
、
捨
次
郎
は
「
活
動
的
」「
不
覊
豪
放
」
で
あ
り
、
一
太
郎
は
「
静
思
的
」

「
端
正
温
雅
」
で
、「
実
に
一
太
郎
氏
は
純
粋
の
学
者
肌
の
人
で
あ
り
、
文
学
哲
学
宗
教
等
に
深
き
興
味
を
有
ち
、
之
に
関
す
る
書
籍

を
読
み
耽
る
こ
と
を
第
一
の
楽
み
と
為
し
、
若
い
頃
塾
の
文
科
に
於
て
、
英
文
学
の
講
義
を
受
持
た
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
来
は
文

学
者
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
評
し
、「
文
学
と
同
時
に
サ
イ
ヤ
ン
ス
に
関
す
る
も
の
を
好
み
、
理
科
的
の
こ
と
に
理
解
が
深
か

つ
た
う
や
う
で
あ
る
。
此
の
点
に
於
て
も
、
大
先
生
の
一
特
色
を
連
想
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（（
（

。

　

し
か
し
、
一
太
郎
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
近
年
、『
三
田
評
論
』
の

「
福
沢
諭
吉
を
め
ぐ
る
人
々
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
小
山
太
輝
が
、
概
略
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い（（
（

。
米
国
留
学
に
つ
い
て
も
、
か
つ

て
石
河
幹
明
が
『
福
沢
諭
吉
伝
』
第
四
巻
第
四
十
六
編
「
家
庭
に
於
け
る
先
生
」
の
「
二
子
の
洋
行
」
で
、
福
沢
の
一
太
郎
・
捨
次

郎
の
留
学
に
対
す
る
姿
勢
を
描
写
し（（
（

、
富
田
正
文
が
『
考
証 

福
沢
諭
吉
』
下
の
「
二
子
と
養
子
の
洋
行
留
学
」
に
お
い
て
そ
の
概

要
を
記
し
て
い
る
ほ
か（（
（

、『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
・
第
五
巻
の
解
題
が
、
そ
れ
ぞ
れ
両
名
宛
の
福
沢
書
簡
に
つ
い
て
解
説
し
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て
い
る
が（（
（

、
最
近
で
も
金
文
京
が
両
名
の
留
学
に
関
連
す
る
福
沢
の
漢
詩
に
解
説
を
加
え
て
い
る
程
度
で（（1
（

、
そ
の
詳
細
や
成
果
に
つ

い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
一
太
郎
の
米
国
留
学
に
つ
い
て
、
福
沢
の
一
太
郎
・
捨
次
郎
宛
書
簡
、
お
よ
び
今
回
発
見
し

た
コ
ー
ネ
ル
大
学
関
連
資
料
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
な
る
べ
く
詳
細
に
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
帰
国
後
の
慶
應
義
塾
の
教

師
・
塾
長
・
社
頭
と
し
て
の
活
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
幼
少
期
の
教
育
か
ら
米
国
留
学
ま
で

　

福
沢
が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
記
し
た
「
福
沢
諭
吉
子
女
之
伝
」
に
よ
れ
ば
、
一
太
郎
は
「
一
と
口
に
云
へ
ば
涕
弱
き
性
質

な
り
。
又
其
涕
弱
き
と
共
に
気
質
甚
だ
弱
く
し
て
憶マ
マ

病
な
る
が
如
し
。
譬
へ
ば
書
を
読
み
事
を
学
ぶ
と
き
に
も
、
教
師
の
語
気
少
し

く
厳
に
過
ぎ
て
面
色
を
正
し
く
す
る
等
の
こ
と
あ
れ
ば
、
忽
ち
之
に
憶マ
マ

し
て
涕
を
出
し
、
実
は
既
に
解
し
た
る
文
を
も
弁
解
す
る
こ

と
能
は
ず
し
て
泣
く
こ
と
多
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
一
太
郎
は
性
格
的
に
か
な
り
臆
病
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
捨
次

郎
は
、「
一
太
郎
の
成
長
は
晩
く
、
捨
次
郎
は
早
く
し
て
、
兄
弟
の
年
齢
凡
二
年
の
差
あ
れ
ど
も
、
心
身
の
働
は
正
し
く
同
様
な
る

が
如
し
」
で
あ
り
、
学
問
も
明
治
三
年
か
ら
同
時
に
は
じ
め
た
。
一
二
三
、
い
ろ
は
か
ら
は
じ
ま
っ
て
父
母
か
ら
教
え
を
受
け
、
五

年
か
ら
は
「
カ
ロ
ザ
ス
」
夫
人
、
お
よ
び
「
グ
ー
ド
マ
ン
」
と
い
う
慶
應
義
塾
の
外
国
人
教
師（（1
（

か
ら
、
英
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

七
年
か
ら
は
「
シ
ョ
ー
」
と
い
う
英
国
人
の
も
と
で
英
語
や
数
学
、
地
理
な
ど
を
学
び（（1
（

、
九
年
か
ら
は
万
国
史
や
文
典
な
ど
を
習
い
、

自
宅
で
も
父
か
ら
和
漢
学
、
日
本
外
史
、
十
八
史
略
、
な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ
た（（1
（

。
こ
の
間
、
四
年
に
は
『
ひ
ゞ
の
を
し
へ
』
を
両

名
に
与
え
、「
う
そ
を
つ
く
べ
か
ら
ず
」「
も
の
を
ひ
ら
ふ
べ
か
ら
ず
」「
父
母
に
き
か
ず
し
て
も
の
を
も
ら
ふ
べ
か
ら
ず
」「
ご
う

じ
ょ
う
を
は
る
べ
か
ら
ず
」「
兄
弟
け
ん
く
わ
か
た
く
む
よ
ふ
」「
人
の
う
は
さ
は
か
た
く
無
用
」「
ひ
と
の
も
の
を
う
ら
や
む
べ
か
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ら
ず
」
な
ど
と
諭
し
て
い
る（（1
（

。

　
『
ひ
ゞ
の
を
し
へ
』
に
つ
い
て
は
、
一
太
郎
自
身
に
よ
る
回
想
が
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
一
月
に
『
少
年
』
に
寄
せ
た
「「
ひ
ゞ
の

を
し
へ
」
掲
載
に
就
て
」
の
な
か
で
一
太
郎
は
、「
此
『
ひ
ゞ
の
を
し
え
』
は
、
今
か
ら
三
十
五
年
の
大
昔
、
私
と
弟
捨
次
郎
が
、

マ
ダ
泥
い
た
づ
ら
を
し
た
り
、
蝉
を
追
ッ
か
け
廻
し
て
居
た
、
子
供
の
時
分
の
或
日
の
事
で
す
。
お
土
産
で
あ
ッ
た
か
何
だ
か
、
よ

く
覚
え
ま
せ
ん
が
、
如
何
か
云
う
こ
と
で
私
共
兄
弟
は
、
父
か
ら
加
賀
半
紙
を
幾
帖
づ
ゝ
か
貰
ひ
ま
し
た
。
…
…
毎
朝
何
か
徳
義
に

関
す
る
話
、
又
は
手
近
の
智
識
の
事
を
書
き
ま
し
た
の
で
、
我
々
は
朝
起
き
て
御
飯
を
食
べ
て
、
そ
れ
か
ら
父
の
書
斎
の
机
の
前
に

座
を
並
べ
、
今
日
は
何
を
書
て
呉
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
楽
み
そ
う
に
文
章
の
出
来
を
待
ッ
て
居
た
」
と
述
べ
て
い
る（（1
（

。

　

さ
て
、
先
述
の
よ
う
な
懸
念
が
一
太
郎
に
あ
っ
た
た
め
、
福
沢
は
明
治
十
三
年
八
月
三
日
、
日
常
の
心
得
書
を
一
太
郎
に
与
え
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、「
活
発
磊
落
、
人
ニ
交
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
進
テ
人
ニ
近
接
シ
テ
、
殆
ド
自
他
ノ
差
別
ナ
キ
ガ
如
キ
其
際
ニ
、
一

片
ノ
律
儀
正
直
深
切
ノ
本
心
ヲ
失
ハ
ザ
ル
事
」
と
し
て
、
積
極
的
に
人
と
交
わ
る
よ
う
求
め
、
さ
ら
に
「
汝
ノ
後
来
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、

人
ニ
交
ル
事
ノ
拙
ニ
シ
テ
、
自
カ
ラ
不
平
ヲ
抱
キ
又
随
テ
人
ニ
不
平
ヲ
抱
カ
シ
ム
ル
コ
ト
多
カ
ル
可
シ
ト
懸
念
唯
此
事
ナ
リ
。
謹
デ

忘
ル
ヽ
勿
レ
」
と
念
を
押
し
て
い
る
。
よ
ほ
ど
引
っ
込
み
思
案
な
一
太
郎
の
性
格
が
心
配
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う（（1
（

。

　

そ
の
後
、
東
京
大
学
予
備
門
に
学
ぶ
も
の
の
、
健
康
を
害
し
て
断
念
し
、
明
治
十
五
年
七
月
に
慶
應
義
塾
本
科
を
卒
業
し
た（（1
（

。
そ

の
上
で
、
一
太
郎
と
捨
次
郎
は
米
国
に
留
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
福
沢
と
し
て
は
、
国
内
で
の
英
学
修
行
の
の
ち
、
洋
行
す
る
と

い
う
の
は
、
自
ら
の
人
生
経
験
を
踏
ま
え
た
上
で
の
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
期
待
の
表
れ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
六
年
六
月
十

日
、
出
発
の
二
日
前
に
、
福
沢
は
両
名
に
宛
て
て
、
留
学
の
心
得
書
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
執
業
中
、
日
本
ニ
如
何
ナ
ル

事
変
ヲ
生
ズ
ル
モ
、
此
方
ヨ
リ
父
母
ノ
命
ヲ
得
ル
マ
デ
ハ
、
帰
国
ス
ル
ニ
及
バ
ズ
。
父
母
ノ
病
気
ト
聞
ク
モ
、
狼
狽
シ
テ
帰
ル
勿

レ
」
と
覚
悟
を
求
め
、「
一
太
郎
ハ
農
学
ト
方
向
ヲ
定
メ
タ
ル
上
ハ
、
専
ラ
其
業
ヲ
修
メ
、
且
農
学
ノ
理
論
ヨ
リ
ハ
実
際
ノ
事
ニ
力

ヲ
用
ヒ
、
帰
国
ノ
後
、
直
ニ
実
用
ニ
適
ス
ル
様
心
掛
可
申
事
」
と
一
太
郎
に
は
農
学
実
務
の
習
得
を
求
め
て
、「
捨
次
郎
ハ
物
理
学
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ノ
一
科
ニ
志
シ
、
或
ハ
電
気
学
ナ
ド
如
何
ト
思
ヘ
ド
モ
、
其
辺
ハ
本
人
ノ
見
込
ニ
任
ス
ル
事
」
と
捨
次
郎
に
は
物
理
学
の
中
の
一
科
、

電
気
学
な
ど
を
修
め
る
よ
う
述
べ
つ
つ
、
具
体
的
な
選
択
は
本
人
に
任
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
両
人
共
、
学
問
ノ
上
達
ハ
第
二
ノ

事
ト
シ
テ
、
苟
モ
身
体
ノ
健
康
ヲ
傷
フ
可
ラ
ズ
」
と
健
康
を
第
一
と
す
る
よ
う
示
し
て
い
る
が
、
一
太
郎
の
性
格
に
つ
い
て
は
や
は

り
心
配
だ
っ
た
よ
う
で
、「
気
力
ノ
弱
キ
」
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
学
問
の
障
害
に
な
る
と
し
て
禁
酒
を
命
じ
て
い
る（（1
（

。

三
、
米
国
留
学
出
発
と
オ
バ
ー
リ
ン
大
学

　

一
太
郎
と
捨
次
郎
が
横
浜
港
を
発
っ
た
の
は
、
明
治
十
六
年
六
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る（（1
（

。
こ
れ
に
先
立
ち
、
森
村
組
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
長
の
村
井
保
固
に
宛
て
て
、
福
沢
は
五
月
十
七
日
付
で
書
簡
を
送
り
、「
両
人
共
御
随
行
相
願
度
奉
存
候
間
、
宜
布
奉

願
候
」
と
同
行
す
る
よ
う
依
頼
し
た（（2
（

。
二
十
五
日
に
は
駐
米
公
使
の
寺
島
宗
則
に
宛
て
、「
兄
の
方
は
数
の
考
に
乏
し
く
、
且
本
人

の
志
願
も
有
之
義
に
付
農
学
被マ
マ

致
度
、
弟
の
方
は
随
分
学
才
も
相
応
な
る
者
の
様
に
被
存
候
に
付
、
何
に
て
も
一
課
の
専
門
物
理
学

と
申
中
に
、
小
生
の
考
に
は
、
一
通
は
出
来
の
上
は
、
エ
レ
キ
ト
ル
学
専
修
為
致
度
様
存
じ
候
」
と
し
て
一
太
郎
は
数
学
に
弱
く
本

人
の
志
望
も
あ
る
の
で
農
学
を
、
捨
次
郎
は
学
才
が
あ
る
た
め
専
門
学
を
、
と
期
待
し
て
、「
着
の
上
は
学
問
上
の
義
御
心
添
御
指

図
相
願
度
」
と
指
導
を
頼
ん
だ（（2
（

。
先
述
の
心
得
書
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
本
人
の
性
格
や
志
望
、
学
才
に
対
す
る
福
沢
な
り
の
判

断
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

福
沢
は
、
両
名
の
留
学
に
際
し
て
、「
餞
二
子
洋
行
」
と
題
す
る
次
の
漢
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

努
力
太
郎
兼
次
郎　

努
力
せ
よ
太
郎
兼
ね
て
次
郎
。

雙
々
伸
翼
任
高
翔　

双
々
翼
を
伸
べ
て
高
く
翔
る
に
任
せ
よ
。
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一
言
猶
是
賤
行
意　

一
言
猶
お
是
れ
賤
行
の
意
、

自
国
自
身
唯
莫
忘　

自
国
と
自
身
を
唯
だ
忘
る
莫
か
れ

　

両
名
が
努
力
し
て
翼
を
広
げ
、
高
く
飛
ん
で
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
自
国
と
自
身
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
諭
し
て
い
る（（2
（

。

　

さ
ら
に
両
名
が
太
平
洋
上
に
あ
る
と
き
、「
憶
二
子
航
米
国
在
太
平
洋
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
漢
詩
を
詠
ん
だ
。

月
色
水
聲
遶
夢
邊　

月
色
水
声
、
夢
辺
を
遶
る
。

起
看
窓
外
夜
凄
然　

起
き
て
窓
外
を
看
れ
ば
夜
は
凄
然
。

𤇆
波
萬
里
孤
舟
裡　

煙
波
萬
里
、
孤
舟
の
裡
、

二
子
今
宵
眠
不
眠　

二
子
は
今
宵
眠
る
や
眠
ら
ざ
る
や

　

両
名
が
船
上
か
ら
眺
め
る
月
の
色
や
、
聞
こ
え
て
く
る
水
の
声
が
自
分
の
夢
枕
を
め
ぐ
る
と
し
て
、
起
き
て
外
を
み
る
と
夜
は

ひ
っ
そ
り
と
し
て
お
り
、
太
平
洋
の
船
の
な
か
で
両
名
は
眠
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
ど
う
か
。
案
じ
て
い
る
福
沢
の
様
子
が
み
て
と

れ
よ
う（（2
（

。

　

出
発
か
ら
一
週
間
後
、
福
沢
は
は
や
く
も
両
名
に
宛
て
て
書
簡
を
送
り
、「
米
国
着
之
上
ハ
…
…
不
都
合
ハ
な
き
事
ト
存
候
得
共
、

金
之
事
ハ
往
々
間
違
を
生
す
る
も
の
な
る
ゆ
ゑ
、
何
月
何
日
何
之
為
ニ
森
村
組
之
何
人
ゟ
何
程
の
金
を
請
取
た
り
と
の
事
ハ
、
厘
毫

も
間
違
な
き
様
ニ
、
此
方
へ
報
道
可
被
致
。
且
又
、
兼
申
含
候
通
り
、
何
等
之
事
情
あ
る
も
森
村
組
之
外
ハ
何
人
へ
も
金
を
借
用
す

る
こ
と
不
相
成
」
と
、
資
金
に
つ
い
て
は
森
村
組
に
一
任
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
学
問
ハ
決
し
て
速
成

を
要
せ
ず
。
急
進
し
て
体
を
損
す
る
が
如
き
ハ
以
之
外
之
事
な
り
」
と
健
康
に
気
を
つ
け
る
よ
う
釘
を
刺
し
た（（2
（

。
同
日
に
は
村
井
に

対
し
、「
子
供
両
人
之
学
費
ハ
、
其
御
店
ゟ
御
渡
し
被
下
度
奉
願
候
」
と
森
村
組
に
学
資
支
給
を
一
任
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る（（2
（

。
七
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月
四
日
に
も
、
福
沢
は
両
名
に
「
無
事
安
着
の
一
報
を
待
つ
斗
り
」
と
し
て
、「
学
問
ゟ
も
健
康
専
一
な
り
。
呉
々
も
忘
る
へ
か
ら

さ
る
な
り
」
と
繰
り
返
し
た（（2
（

。
同
日
、
森
村
豊
と
村
井
に
、「
着
の
上
も
万
事
御
添
心
相
願
ふ
の
み
」
と
書
き
送
っ
て
い
る（（2
（

。

　

六
月
二
十
六
日
の
両
名
の
米
国
到
着（（2
（

後
も
、
明
治
十
六
年
七
月
十
九
日
付
の
書
簡
で
福
沢
は
、「
初
め
て
の
夏
、
如
何
し
て
凌
候

哉
、
是
の
み
案
し
ら
れ
候
」
と
、
と
に
か
く
健
康
を
心
配
し
て
い
る（（2
（

。
こ
れ
は
心
得
書
以
来
、
留
学
中
一
貫
し
て
福
沢
が
強
調
し
た

点
で
あ
っ
た
。
八
月
十
七
日
、
福
沢
は
両
名
に
宛
て
て
、
九
月
か
ら
学
校
に
入
る
だ
ろ
う
が
、「
学
問
之
本
科
を
務
む
べ
き
は
勿
論

な
れ
共
、
尚
心
掛
ヶ
度
ハ
英
語
之
読
ミ
書
き
な
り
。
英
語
を
自
由
自
在
ニ
語
り
、
英
文
を
自
由
自
在
ニ
書
ク
ハ
、
目
下
必
要
之
一
芸

と
云
ふ
へ
し
」
と
英
語
習
得
の
重
要
性
を
説
い
た（（3
（

。
八
月
二
十
七
日
の
両
名
宛
福
沢
書
簡
か
ら
は
、
両
名
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
赴
き
、
現
地
駐
在
の
外
交
官
・
鮫
島
武
之
助
な
ど
と
相
談
の
上
、
オ
ハ
イ
オ
州
に
「
就
学
之
場
所
」
が
決
ま
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
も
、「
一
太
郎
ハ
農
学
ニ
志
し
候
様
致
度
、
ハ
イ
サ
イ
ヤ
ン
ス
よ
り
も
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
之
一
芸
緊
要
と
存

候
」
と
一
太
郎
に
農
学
実
務
習
得
の
重
要
性
を
説
き
、
さ
ら
に
、「
一
太
郎
ハ
性
質
人
に
交
る
の
機
転
に
乏
し
く
、
動
も
す
れ
ハ
引

込
思
案
ニ
出
候
間
、
能
々
心
掛
米
国
人
之
気
象
ニ
倣
ひ
、
朝
夕
ア
ミ
エ
ー
ブ
ル
に
他
人
に
交
り
候
様
、
意
を
用
ひ
て
習
、
遂
ニ
者
性

と
為
り
、
生
涯
ハ
ピ
ネ
ス
之
源
を
深
ク
す
る
事
専
一
な
り
」
と
、
米
国
人
の
性
格
に
な
ら
っ
て
、
こ
れ
ま
で
福
沢
を
心
配
さ
せ
て
き

た
、
一
太
郎
の
引
っ
込
み
思
案
な
性
格
を
改
め
る
よ
う
勧
告
し
た
。
捨
次
郎
に
つ
い
て
は
、「
マ
セ
マ
チ
ッ
ク
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
云
々

と
の
事
な
れ
共
、
尚
事
情
を
察
し
而
自
ら
決
す
る
所
可
有
之
旨
、
至
極
之
事
に
存
候
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
い
る（（3
（

。
な
お
、
両
名
は
森

村
組
か
ら
、
日
本
か
ら
届
い
た
書
簡
や
『
時
事
新
報
』
な
ど
を
受
け
取
っ
て
い
た（（3
（

。

　

九
月
七
日
付
の
両
名
宛
福
沢
書
簡
に
よ
る
と
、
鮫
島
に
伴
わ
れ
た
両
名
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
オ
バ
ー
リ
ン
に
到
着
し
、「
ニ
ウ
ト

ン
宅
氏
」
に
止
宿
し
て
英
語
の
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。「
ヲ
バ
ー
リ
ン
之
学
校
に
者
農
学
之
課
無
之
よ
し
。
故
に
一
太

郎
は
来
年
ニ
も
な
ら
バ
他
処
へ
転
す
へ
し
と
の
義
、
何
れ
左
様
可
相
成
」
と
し
て
、
現
地
の
学
校
で
は
農
学
が
学
べ
な
い
た
め
、
一

太
郎
は
来
年
に
も
引
っ
越
す
と
い
う
見
込
み
も
伝
え
ら
れ
て
い
る（（3
（

。
同
月
二
十
一
日
付
両
名
宛
福
沢
書
簡
で
は
、
九
月
十
日
か
ら
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「
ヲ
バ
ー
リ
ン
之
学
校
」
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
農
学
課
程
が
な
い
の
で
一
太
郎
が
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
問
い
合
わ
せ
て
い
る（（3
（

。

十
月
十
七
日
付
の
両
名
宛
福
沢
書
簡
で
は
、
一
太
郎
の
記
し
た
「
鉄
道
論
」
を
評
価
し
て
『
時
事
新
報
』
に
掲
載
し
た
こ
と（（3
（

、
捨
次

郎
の
英
文
が
優
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
伝
え
て
お
り（（3
（

、
十
月
二
十
日
付
の
Ｄ
・
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
宛
の
書
簡
で
は
、
福
沢
は
「
兄
ノ

方
ハ
全
ク
文
才
ナ
キ
ニ
非
サ
レ
ト
モ
、
数
学
ノ
考
ニ
乏
シ
キ
ガ
故
ニ
農
学
ニ
従
事
セ
シ
メ
、
殊
ニ
其
実
際
ヲ
学
ハ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル

ナ
リ
。
弟
ノ
方
ハ
何
科
ニ
テ
モ
、
一
科
学
ヲ
学
ハ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
」
と
、
や
は
り
一
太
郎
よ
り
捨
次
郎
を
評
価
し
、
数
学
が
苦
手
な

一
太
郎
に
は
農
学
の
実
務
を
学
ば
せ
た
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
福
沢
は
、「
ド
ク
ト
ル
・
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
ム
モ
、
君
ト
共
ニ
賤
息
教

育
ノ
事
ニ
付
御
尽
力
可
被
下
旨
、
厚
情
不
堪
感
謝
、
宜
布
御
致
意
奉
願
候
」
と
記
し
て
お
り
、
シ
モ
ン
ズ
と
と
も
に
、
Ｔ
・
Ｈ
・
ヨ

ン
グ
ハ
ン
ス
も
両
名
の
教
育
に
つ
い
て
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（（3
（

。
以
後
、
シ
モ
ン
ズ
と
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
、
両
名
の
留
学
の

世
話
を
焼
い
て
い
く
こ
と
に
な
る（（3
（

。

　

十
一
月
二
十
四
日
付
の
両
名
宛
福
沢
書
簡
で
は
、「
両
人
共
無
事
勉
強
之
趣
安
心
い
た
し
候
」
と
述
べ
つ
つ
、「
拙
者
ハ
貴
様
達
を

愚
人
と
思
は
ず
。
唯
壮
年
之
事
な
れ
バ
失
策
も
あ
ら
ん
か
と
、
老
婆
心
中
懸
念
す
る
而
巳
」
と
し
て
、「
失
策
」
を
し
な
い
よ
う
兄

弟
で
協
力
す
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
帰
国
後
に
は
「
役
人
」
に
で
も
「
農
工
」
に
で
も
「
学
校
教
師
」
に
で
も
な
れ
ば
い
い
が
、

『
時
事
新
報
』
が
拡
大
し
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
の
事
業
を
譲
り
た
い
と
も
吐
露
し
、「
何
に
致
せ
身
体
之
健
康
ハ
処
世
之
資
本
な
り
」

と
繰
り
返
し
健
康
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る（（3
（

。
オ
バ
ー
リ
ン
の
学
校
に
つ
い
て
両
名
は
不
満
を
漏
ら
し
た
ら
し
く
、
十
二
月
四
日
付

の
両
名
宛
福
沢
書
簡
は
、「
オ
ー
バ
リ
ン
学
則
不
満
足
之
よ
し
、
縷
々
之
事
情
ハ
能
ク
相
分
候
…
…
困
難
之
事
情
ニ
際
し
た
ら
バ
、

郷
国
父
之
命
な
り
と
て
、
推
し
て
通
行
可
被
致
」
と
、
学
校
を
変
え
る
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
箕
作
佳
吉
が
手
紙
で
、

大
学
で
農
学
を
学
ぶ
よ
う
記
し
て
き
た
と
し
た
上
で
、「
農
学
ハ
唯
〳
〵
プ
ラ
ク
チ
ス
ニ
而
沢
山
な
り
。
一
太
郎
ハ
マ
セ
マ
チ
ッ
ク

不
得
手
之
義
、
無
理
ニ
難
き
業
を
勤
る
ニ
も
不
及
」
と
、
数
学
が
苦
手
な
一
太
郎
に
、
や
は
り
農
学
の
実
務
を
勧
め
た（（4
（

。
た
だ
、
十

二
月
二
十
二
日
付
の
両
名
宛
て
書
簡
で
福
沢
は
、
一
太
郎
に
農
学
、
捨
次
郎
に
何
か
の
実
学
、
と
提
案
し
た
の
は
「
唯
拙
者
之
ス
ペ
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キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
而
巳
」
と
し
て
、
一
太
郎
も
農
学
に
限
ら
ず
、
何
か
「
気
に
適
ひ
候
課
も
あ
ら
バ
勝
手
ニ
可
致
候
」
と
し
て
い
る（（4
（

。

　

こ
の
「
ヲ
バ
ー
リ
ン
之
学
校
」
と
は
、
オ
バ
ー
リ
ン
大
学
の
こ
と
で（（4
（

、
明
治
十
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『Catalogue of the 

O
ffi

cers and Students of O
berlin College, for the College Y

ear 1883

―‌4

』
を
確
認
す
る
と
、「D

epartm
ent of 

Preparatory Instruction

」
に
属
す
る
「English School

」
の
「Student

」
欄
に
「Ichitaro Fukuzaw

a, T
okio, Japan

」

と
「Sutejiro Fukuzaw

a, T
okio, Japan

」
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る（（4
（

。「English School

」
は
、
同
大
学
の
「D

epartm
ent 

of Philosophy and the A
rts

」
の
文
学
コ
ー
ス
に
進
む
学
生
の
た
め
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
英
語
や
ラ
テ
ン
語
、
代
数
学
や
合

衆
国
史
な
ど
を
教
え
て
い
た（（4
（

。
こ
こ
で
の
修
学
が
両
名
に
と
っ
て
も
、
ま
た
福
沢
に
と
っ
て
も
、
不
満
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
当
時

の
同
大
学
に
は
、「D

epartm
ent of Preparatory Instruction

」「D
epartm

ent of Philosophy and the A
rts

」
の
ほ
か
、

「D
epartm

ent of T
heology

」「Conservatory of M
usic

」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
農
学
部
は
な
か
っ
た（（4
（

。

　

か
く
し
て
、
明
治
十
七
年
一
月
四
日
付
の
両
名
宛
福
沢
書
簡
で
は
、
両
名
は
い
よ
い
よ
オ
バ
ー
リ
ン
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し

く
、「
オ
ー
バ
リ
ン
を
バ
辞
し
て
、
ニ
ウ
エ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
ニ
赴
く
べ
し
」
と
伝
え
、
捨
次
郎
に
は
鉄
道
事
業
を
勧
め
た
が
、
こ

れ
も
「
決
し
て
心
ニ
関
す
る
ニ
足
ら
ず
」
と
、
あ
く
ま
で
好
き
な
学
科
を
選
ぶ
よ
う
求
め
た（（4
（

。
同
月
十
六
日
付
両
名
宛
福
沢
書
簡
に

よ
る
と
、
一
太
郎
は
農
学
の
た
め
に
ミ
シ
ガ
ン
に
行
く
よ
う
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
か
ら
助
言
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
シ
モ
ン
ズ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
聞
い
て
か
ら
判
断
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、「
一
太
郎
之
農
学
と
申
ハ
、
数
学
不
得
手
ゟ
思
付
候
事
な
れ
バ
、

必
す
し
も
穀
物
を
作
る
農
業
而
巳
ニ
限
ら
ず
。
或
ハ
樹
木
菓マ
マ

木
之
事
、
牧
畜
之
事
等
、
其
他
何
事
ニ
寄
ら
ず
余
り
数
学
を
要
せ
ず
し

て
、
帰
国
之
後
一
家
之
生
計
を
立
る
ニ
便
な
る
も
の
あ
ら
バ
、
農
業
外
之
事
ニ
而
も
執
行
可
被
致
」
と
述
べ
つ
つ
、
日
本
で
土
地
を

買
っ
て
一
太
郎
と
一
緒
に
農
業
牧
畜
に
勤
し
む
の
も
面
白
い
、「
一
太
郎
ハ
農
業
を
以
て
立
身
之
本
と
為
し
、
英
文
ニ
巧
を
得
て
学

校
之
教
師
を
余
業
ニ
し
た
ら
バ
、
或
ハ
前
途
之
得
策
な
ら
ん
」
と
、
希
望
を
語
っ
て
い
る（（4
（

。
一
太
郎
と
し
て
は
、
自
由
に
し
て
も
い

い
と
言
わ
れ
つ
つ
も
、
こ
こ
ま
で
数
学
が
苦
手
だ
か
ら
農
学
を
、
将
来
は
農
業
で
生
計
を
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
選
択
肢
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は
と
り
に
く
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

一
月
十
四
日
付
の
両
名
か
ら
の
手
紙
が
福
沢
の
元
に
届
い
た
ら
し
く
、
そ
れ
へ
の
返
書
が
二
月
二
十
二
日
付
で
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
に
到
着
し
た
後
、
シ
モ
ン
ズ
と
相
談
の
上
で
、「
唯
今
ハ
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
其
上

ニ
而
一
太
郎
ハ
コ
ル
ネ
ル
、
捨
次
郎
ハ
ツ
ロ
イ
歟
マ
サ
ッ
チ
セ
ッ
ト
へ
参
る
へ
き
よ
し
。
如
何
様
ニ
而
も
勝
手
に
任
す
」
と
し
て
、

一
太
郎
に
は
農
学
、
捨
次
郎
に
は
土
木
工
学
を
専
攻
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る（（4
（

。
こ
こ
で
、
一
太
郎
が
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
農
学
を
、
捨

次
郎
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ト
ロ
イ
か
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
土
木
工
学
を
、
そ
れ
ぞ
れ
専
攻
す
る
こ
と
が
、
事
実
上
決
ま
っ
た
と

い
え
よ
う
。
ト
ロ
イ
に
は
、
先
述
の
箕
作
が
学
ん
だ
レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学
が
あ
り
、
捨
次
郎
の
進
路
は
同
大
学
か
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
絞
ら

れ
た
形
で
あ
っ
た
。

　

か
く
し
て
、
一
太
郎
は
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
に
滞
在
し
て（（4
（

、
コ
ー
ネ
ル
大
学
へ
の
入
学
に
向
け
て
準
備
を
進
め
、
四
月
二
十
四
日
付
の

一
太
郎
宛
書
簡
で
福
沢
は
、「
コ
ル
ネ
ル
入
校
之
義
、
シ
モ
ン
ズ
氏
ハ
正
則
課
ニ
就
く
へ
し
と
の
説
ニ
而
、
其
予
備
ニ
忙
は
し
く
、

就
中
数
学
ハ
少
々
困
る
よ
し
、
拙
者
も
其
情
を
知
ら
ざ
る
ニ
非
ず
。
…
…
一
太
郎
ハ
必
ス
し
も
大
学
校
之
正
則
を
踏
ざ
る
も
可
な

り
」
と
、
数
学
が
苦
手
な
一
太
郎
に
対
し
、
大
学
の
正
規
コ
ー
ス
へ
の
入
学
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
よ
い
と
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る（（5
（

。

先
述
の
通
り
、
福
沢
は
子
ど
も
達
の
健
康
を
何
よ
り
重
視
し
て
お
り
、
一
太
郎
が
体
調
を
崩
し
た
と
の
書
簡
が
届
い
た
際
に
は
、
五

月
十
二
日
、「
誠
ニ
心
配
ニ
不
堪
…
…
幾
重
に
も
注
意
被
致
度
呉
々
も
所
祈
候
」
と
一
太
郎
に
書
き
送
っ
て
い
る（（5
（

。
六
月
十
六
日
か

ら
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
入
学
試
験
が
あ
る
と
聞
い
た
福
沢
は
、
七
月
七
日
付
の
一
太
郎
宛
書
簡
で
、
や
は
り
数
学
が
苦
手
な
の
で
「
本

課
」
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
、
農
学
に
関
わ
る
「
一
芸
」
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
述
べ
た（（5
（

。
こ
の
試
験
で
一
太
郎
は
合
格
し
な

か
っ
た
よ
う
で
、
八
月
十
五
日
に
福
沢
は
一
太
郎
に
、「
穀
物
を
作
る
よ
り
も
樹
木
を
植
る
方
利
益
な
り
と
ハ
違
は
さ
る
義
ト
被
存

候
」
と
、
果
樹
栽
培
を
専
攻
す
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
が（（5
（

、
一
太
郎
は
家
畜
を
専
門
に
し
た
い
と
述
べ
た
ら
し
く
、
福
沢
は
九
月
八

日
付
の
一
太
郎
宛
書
簡
で
「
好
む
所
こ
そ
得
意
な
れ
」
と
応
じ
て
い
る（（5
（

。
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四
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
と
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ

　

明
治
十
七
年
九
月
十
七
日
、
一
太
郎
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
正
規
コ
ー
ス
に
合
格
し
た
。
十
一
月
三
日
、
福
沢
は
シ
モ
ン
ズ
に
宛
て

て
「
一
太
郎
入
校
ノ
試
験
相
済
候
ニ
付
、
態
々
コ
ル
ネ
ル
大
学
へ
御
出
張
被
下
候
由
、
御
深
切
ノ
段
深
ク
御
礼
申
上
候
。
扠
同
人
義

モ
入
校
試
験
登
第
シ
タ
ル
由
、
是
モ
兼
テ
御
添
心
ヲ
煩
ハ
シ
タ
ル
結
果
、
小
生
ニ
於
テ
満
足
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
貴
下
ニ
向
テ
多
謝
ス
ル

所
ナ
リ
」
と
礼
を
述
べ
て
い
る
。
正
規
課
程
へ
の
入
学
は
困
難
と
思
わ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
福
沢
は
実
に
嬉
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
一
太
郎
の
性
格
が
「
胆
力
ニ
乏
シ
ク
、
人
ニ
接
ス
ル
ニ
モ
、
シ
ャ
イ
ネ
ス
ノ
弊
ア
リ
」
で
あ
り
、
数
学
に
難
儀
し
て
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
や
病
気
に
な
っ
た
り
は
し
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。「
同
人
ガ
四
年
ノ
正
課
ニ
入
ル
ハ
甚
タ
満
足
ニ
シ
テ
、
甚
タ
悦
フ
所
」

で
は
あ
る
が
、
健
康
を
害
す
る
こ
と
だ
け
が
懸
念
材
料
で
あ
っ
た（（5
（

。
翌
日
、
福
沢
は
一
太
郎
に
対
し
て
書
簡
を
送
り
、「
九
月
廿
九

日
書
状
…
…
同
月
十
七
日
、
入
校
試
験
首
尾
能
く
登
第
し
た
る
よ
し
、
誠
に
目
出
度
次
第
。
此
事
は
貴
様
の
此
意
外
ニ
出
た
る
よ

し
」
と
述
べ
、
自
分
も
自
己
評
価
が
低
い
傾
向
が
あ
る
が
、
一
太
郎
も
同
様
で
あ
ろ
う
、
今
後
は
「
自
か
ら
巧
な
り
と
信
す
れ
バ
、

次
第
ニ
巧
ニ
進
む
も
の
な
り
」
と
激
励
し
、
で
き
れ
ば
四
年
の
正
規
コ
ー
ス
を
卒
業
し
て
「
卒
業
証
書
」
を
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
、

た
だ
健
康
を
害
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
「
廃
学
す
る
も
可
な
り
」
と
伝
え
て
い
る（（5
（

。

　

こ
こ
で
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
側
の
記
録
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
一
八
八
四
―
八
五
年
度
の
『T

he Cornell U
niversity Resister

』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
学
生
名
簿
の
「Freshm

an

」
の
欄
に
「Fukuzaw

a, Ichitaro T
okio, Japan, A

griculture

」
の
記
載
が

あ
る（（5
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
一
太
郎
が
正
式
に
コ
ー
ネ
ル
大
学
一
年
生
と
し
て
在
学
し
、
農
学
を
専
攻
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の

当
時
の
総
学
生
数
は
五
七
三
名
、
う
ち
一
年
生
は
二
三
五
名
と
、
ま
だ
ま
だ
大
学
は
小
規
模
で
あ
っ
た（（5
（

。
こ
の
年
度
は
、
一
太
郎
が

合
格
し
た
翌
十
八
日
に
履
修
登
録
が
行
わ
れ
、
十
九
日
か
ら
授
業
が
は
じ
ま
っ
て
い
る（（5
（

。
農
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
と
、

秋
・
冬
・
春
の
三
学
期
制
で
、
学
生
は
ク
ラ
ス
に
お
け
る
授
業
の
ほ
か
、
植
物
学
、
化
学
、
獣
医
学
実
験
室
で
の
実
習
や
農
場
、
家
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畜
小
屋
で
の
実
習
が
課
さ
れ
、
週
に
二
日
、
三
時
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
実
践
し
て
、
動
物
に
餌
を
や
り
、
世
話
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
農
場
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
習
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（（6
（

。
こ
う
し
た
実
習
は
主

に
二
年
生
か
ら
課
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
太
郎
の
修
学
の
ネ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

福
沢
書
簡
に
戻
ろ
う
。
明
治
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
付
の
一
太
郎
宛
福
沢
書
簡
で
は
、「
四
年
之
コ
ー
ル
ス
ニ
而
、
此
跡
三
年

半
な
り
」
と
述
べ
て
い
る（（6
（

。
翌
年
三
月
十
一
日
付
の
一
太
郎
書
簡
に
対
す
る
四
月
十
四
付
の
返
信
で
、
福
沢
は
「
先
以
て
無
事
ヘ
平

安
々
心
ニ
存
候
」
と
述
べ
て
い
て
、
異
変
は
感
じ
ら
れ
な
い（（6
（

。
四
月
二
十
五
日
付
一
太
郎
宛
書
簡
で
も
、「
貴
様
試
験
も
相
済
候
よ

し
。
勉
強
之
為
ニ
痛
所
も
な
き
段
、
欣
喜
ニ
不
堪
」
と
安
心
し
た
様
子
を
み
せ
て
い
る（（6
（

。
七
月
二
十
二
日
付
の
俣
野
景
次
宛
書
簡
で

は
、「
兄
は
ニ
ウ
ヨ
ル
ク
州
イ
サ
カ
、
弟
は
ボ
ー
ス
ト
ン
に
居
、
先
づ
今
日
ま
で
無
病
に
て
執
行
、
文
通
も
有
之
候
」
と
述
べ
て
お

り
（
（6
（

、
八
月
四
日
付
の
捨
次
郎
書
簡
へ
の
十
月
一
日
付
返
信
で
も
、「
兄
弟
共
平
安
の
よ
し
」
と
し
て
い
て
、
兄
弟
共
元
気
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る（（6
（

。
一
太
郎
に
一
年
遅
れ
て
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
入
学
し
た
岩
崎
清
七
は
、
一
太
郎
は
留
学
前
か
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ス
ペ
ン

サ
ー
、
ミ
ル
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
な
ど
を
読
破
し
て
お
り
、
留
学
中
も
片
時
も
書
物
を
手
放
さ
ず
、「
毎
日
の
運
動
散
策
に
於
て
も

書
物
や
の
店
頭
に
入
つ
て
新
刊
書
を
買
ふ
の
が
、
唯
一
無
二
の
楽
み
で
あ
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る（（6
（

。

　

一
太
郎
が
退
学
の
意
向
を
漏
ら
し
は
じ
め
た
の
は
、
こ
の
後
の
こ
と
の
よ
う
で
、
十
月
二
十
二
日
付
一
太
郎
宛
書
簡
で
福
沢
は
、

「
シ
モ
ン
ズ
氏
ゟ
之
来
状
ニ
者
、
貴
様
事
、
今
回
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
之
商
法
学
校
ニ
入
れ
バ
、
凡
そ
六
ヶ
月
に
卒
業
す
べ
し
…
…
貴
様

が
商
法
学
校
を
卒
業
す
る
も
、
こ
れ
を
日
本
ニ
土
産
ニ
し
て
一
事
業
を
起
す
の
資
と
す
る
ニ
足
ら
ず
…
…
農
業
之
実
際
も
難
シ
、
商

売
も
同
し
く
易
か
ら
ず
。
然
ハ
即
ち
文
学
士
と
し
て
世
ニ
立
た
ん
か
、
是
亦
容
易
な
る
事
ニ
あ
ら
ず
。
併
シ
貴
様
之
天
稟
、
文
学
に

適
し
た
る
者
と
し
て
考
れ
バ
、
尚
所
望
之
点
甚
タ
多
し
」
と
し
て
、
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
の
商
法
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
に
、
さ
ら
に
文

学
の
学
校
に
入
っ
て
勉
強
を
続
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る（（6
（

。「
農
業
之
実
際
も
難
シ
」
と
あ
る
か
ら
、
一
太
郎
自
身
、
農
業
実
務

に
限
界
を
感
じ
て
い
た
が
う
か
が
え
る
。
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実
際
、
岩
崎
は
、
一
太
郎
の
退
学
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

コ
ー
ネ
ル
大
学
に
入
り
最
初
の
一
ケ
年
は
所
謂
一
年
生
で
普
通
教
育
程
度
の
専
門
に
入
る
可
き
準
備
教
育
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
農
科
の

第
二
年
生
と
な
つ
て
は
書
物
の
勉
強
を
離
れ
て
米
国
式
に
実
地
に
仕
事
を
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。　

即
ち
野
原
に
出
で
て
小

麦
の
刈
取
機
械
を
操
縦
し
た
り
、
農
馬
車
に
乗
つ
て
野
原
の
開
拓
を
や
つ
た
り
、
種
蒔
き
を
し
た
り
、
又
内
に
在
つ
て
は
牝
牛
か
ら
牛
乳

を
搾
つ
た
り
、
又
牛
乳
か
ら
バ
タ
ー
を
製
造
す
る
事
を
実
修
し
た
り
、
又
羊
毛
を
刈
取
る
た
め
鋏
を
以
て
羊
の
首
ツ
玉
を
押
へ
付
け
な
が

ら
羊
の
毛
を
切
り
取
る
稽
古
を
し
た
り
、
恰
で
農
家
の
作
男
同
様
の
仕
事
を
す
る
事
に
な
つ
た
の
で
、
一
太
郎
氏
は
馬
鹿
ら
し
く
つ
て
堪

ら
な
く
な
つ
た（

（6
（

。

ア
メ
リ
カ
の
教
育
は
御
承
知
の
通
り
、
農
学
に
入
る
と
殆
ど
全
部
バ
タ
を
造
る
、
小
麦
を
作
る
、
ミ
ル
の
経
済
書
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学

の
論
理
を
研
究
し
た
人
が
ボ
ロ
着
物
を
着
て
馬
の
尻
を
叩
い
て
馬
車
に
乗
つ
て
種
を
蒔
い
た
り
何
か
す
る
役
廻
り
に
な
つ
た
。
そ
こ
で
私

は
「
一
太
郎
さ
ん
、
ど
う
だ
い
、
や
つ
て
行
け
る
か
い
」
と
言
つ
た
ら
、「
も
う
、
こ
れ
で
沢
山
だ
」
と
言
つ
て
居
ら
れ
た
が
、
二
年
で

と
う
〳
〵
止
め
ら
れ
読
書
三
昧
の
生
活
に
入
つ
て
居
ら
れ
た（

（6
（

。

　

か
く
し
て
一
太
郎
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
退
学
し
た
わ
け
で
あ
る
。
実
際
、『T

he Cornell U
niversity Resister

』
の
一
八
八

五
―
八
六
年
度
版
、
一
八
八
六
―
八
七
年
度
版
、
一
八
八
七
―
八
八
度
版
に
は
、
一
太
郎
の
名
前
は
な
い（（7
（

。
二
学
年
目
の
途
中
に
は

退
学
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
に
開
設
さ
れ
て
か
ら
十
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ

れ
た
『T

he T
en-Y

ear Book of Cornell U
niversity 

Ⅱ 1868

―1888
』
に
も
、「Fukuzaw

a, Ichitaro; 1884

―1885; 3; A
g.; 

T
okio, Japan

」
と
記
さ
れ
て
い
る（（7
（

。

　

十
一
月
十
日
付
の
一
太
郎
宛
書
簡
で
福
沢
は
、「
イ
ー
ス
ト
マ
ン
卒
業
之
上
、
再
ひ
コ
ル
ネ
ル
に
帰
り
て
、
リ
テ
ラ
チ
ュ
ー
ル
之
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課
を
取
る
も
宜
し
か
ら
ん
」
と
、
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
に
あ
っ
た
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
後
、
コ
ー
ネ
ル
大
学

に
戻
っ
て
文
学
を
修
め
る
よ
う
求
め
て
い
る（（7
（

。
こ
の
時
点
で
、
一
太
郎
が
コ
ー
ネ
ル
を
去
っ
て
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ

レ
ッ
ジ
に
移
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う（（7
（

。
従
来
、
一
太
郎
は
明
治
十
九
年
春
頃
に
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
退
学
し
た
と
さ
れ
て
き

た
が（（7
（

、
実
際
は
そ
れ
よ
り
少
し
早
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
年
三
ヶ
月
ほ
ど
の
在
学
で
あ
っ
た
。
な
お
、
十
二
月
一
日
付
の

一
太
郎
宛
書
簡
で
福
沢
は
、「
イ
ー
ス
マ
ン
コ
ル
レ
ー
ジ
之
稽
古
ハ
随
分
面
倒
な
る
よ
し
な
れ
ど
も
、
こ
の
位
之
事
は
勉
強
可
致
存

候
」
と
述
べ（（7
（

、
明
治
十
九
年
一
月
三
十
一
日
に
は
一
太
郎
に
宛
て
て
福
沢
は
「
寒
気
之
時
節
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
ハ
如
何
哉
」
と
尋
ね
て

い
る（（7
（

。

　

イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
閉
校
し
て
お
り
、
同
校
の
記
録
は
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
公
共

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
し
て
い
る
学
生
名
簿
や
学
生
写
真
な
ど
に
、
一
太
郎
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い（（7
（

。
短
期
間

の
在
学
で
あ
り
、
資
料
も
完
全
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
現
存
資
料
か
ら
漏
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ポ
ー
ル
・
バ
テ
セ
ル
が
公
開

し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
“Am

erica
’s Lost Colleges

”に
よ
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
を
専
攻
す
る
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い

る
同
校
に
あ
っ
て
、
外
国
人
留
学
生
は
、
英
語
の
読
み
、
書
き
、
算
数
、
文
法
、
作
文
を
学
ぶ
コ
ー
ス
を
履
修
で
き
た
と
い
う（（7
（

。
一

太
郎
も
こ
の
コ
ー
ス
を
履
修
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

四
月
九
日
付
一
太
郎
宛
福
沢
書
簡
で
は
、
シ
モ
ン
ズ
か
ら
の
提
案
と
し
て
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
チ
ー
チ
ャ
ル
を
雇
ふ
て
学
ふ
方
可

然
と
の
事
に
付
、
一
ニ
委
任
ス
ル
積
り
」
と
述
べ
て
お
り（（7
（

、
こ
の
頃
に
は
個
人
教
授
も
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

捨
次
郎
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
土
木
工
学
を
学
ん
で
い
た
が
、
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
七
月
一
日
に
は
両
名
宛
書

簡
で
福
沢
は
、「
今
程
ハ
兄
弟
共
ニ
、
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
ニ
居
る
事
な
ら
ん
」
と
し
て
、
英
文
の
書
籍
を
贈
り
届
け
、
妹
で
あ
る
俊
と

滝
も
「
追
々
文
明
之
流
行
、
女
子
ニ
而
も
一
度
ハ
外
国
へ
参
る
様
致
し
度
」
と
し
て
、「
入
費
之
高
」
を
問
い
合
わ
せ
た（（8
（

。
し
か
し
、

イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
も
長
続
き
せ
ず
、
同
月
二
日
付
の
一
太
郎
宛
書
簡
へ
の
同
月
三
十
一
日
付
返
信
で
福
沢
は
、



15

福沢一太郎の米国留学と慶應義塾

「
シ
モ
ン
ズ
氏
同
意
を
以
て
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
校
を
引
き
、
専
ら
文
学
を
学
ふ
様
方
向
を
転
し
候
由
、
学
業
之
義
ハ
兼
而
申
入
候
通

り
、
此
方
ゟ
深
く
細
ニ
指
図
致
候
義
ハ
出
来
不
申
、
自
分
之
好
む
所
に
従
ふ
べ
し
。
文
学
甚
だ
良
し
、
勉
強
被
致
度
事
に
候
得
共
、

此
文
学
ニ
も
亦
実
と
空
と
二
様
之
別
あ
り
。
拙
者
ハ
実
主
義
な
り
」
と
し
て
、
退
学
し
て
文
学
を
学
び
た
い
と
い
う
一
太
郎
に
、
実

用
的
な
学
問
を
身
に
つ
け
る
よ
う
苦
言
を
呈
し
た（（8
（

。
九
月
一
日
付
の
両
名
宛
書
簡
で
も
福
沢
は
、「
卒
業
証
書
之
価
ハ
さ
ま
で
貴
か

ら
ず
。
何
卒
実
地
之
英
文
英
語
勉
強
可
然
。
夫
れ
に
而
米
国
行
之
所
得
は
沢
山
な
り
」
と
述
べ
て
い
る（（8
（

。

　

そ
の
後
、
一
太
郎
は
学
校
に
属
す
る
こ
と
な
く
英
文
学
、
英
語
の
勉
学
に
取
り
組
み（（8
（

、
福
沢
も
帰
国
後
は
慶
應
義
塾
で
教
師
を
務

め
る
こ
と
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
る（（8
（

。
た
だ
、
福
沢
は
あ
く
ま
で
勉
学
に
励
む
よ
う
厳
し
く
一
太
郎
に
伝
え
て
お
り
、
明
治
二
十
年

七
月
十
八
日
に
は
、「
貴
様
ハ
尚
壱
ヶ
年
在
留
し
て
、
二
念
な
く
学
問
勉
強
可
致
。
一
年
を
過
ぎ
た
ら
バ
、
捨
次
郎
と
同
伴
し
て
帰

国
可
然
。
此
壱
ヶ
年
之
間
ハ
、
他
事
ニ
心
を
寄
す
る
事
不
相
成
。
尋
常
ニ
留
学
生
之
事
を
努
む
べ
し
。
酒
な
ど
用
る
ハ
学
生
之
身
に

あ
る
間
敷
事
な
り
。
大
酒
禁
制
な
り
」
と
通
告
し
て
い
る（（8
（

。
禁
酒
は
心
得
書
以
来
の
福
沢
の
方
針
で
あ
っ
た
が
、
自
分
の
意
向
通
り
、

Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
土
木
工
学
を
修
め
て
い
る
捨
次
郎
に
比
し
て
、
も
と
も
と
学
問
的
に
も
性
格
的
に
も
頼
り
な
か
っ
た
一
太
郎
が
就
学
も
ま

ま
な
ら
な
い
事
態
に
、
福
沢
と
し
て
も
苛
立
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（（8
（

。
卒
業
証
書
は
い
ら
な
い
と
い
い
つ
つ
、
翌
年
一
月
十
六
日
付

の
一
太
郎
宛
書
簡
で
は
、「
貴
様
ニ
者
学
校
之
卒
業
証
書
な
し
。
実
ハ
小
児
之
戯
、
な
く
て
も
不
苦
、
拙
者
者
平
気
な
れ
と
も
、
俗

世
界
之
俗
情
ハ
左
様
ニ
モ
参
ら
ず
と
存
候
。
今
日
内
々
ド
ク
ト
ル
シ
モ
ン
ズ
ニ
談
し
、
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
の
プ
ラ
イ
ウ
ェ
ー
ト
チ
ー

チ
ャ
ー
ゟ
証
書
を
貰
ふ
か
、
又
は
或
る
学
校
ニ
而
唯
文
学
丈
ヶ
証
書
を
申
受
る
か
、
如
何
様
ニ
か
致
し
度
…
…
貴
様
も
其
心
得
ニ
而
、

得
ら
る
へ
き
も
の
な
ら
バ
、
努
め
て
之
を
求
る
の
工
夫
専
一
と
存
候
」
と
、
何
ら
か
の
証
書
は
得
ら
れ
な
い
も
の
か
と
説
得
し
て
い

る
（
（8
（

。
し
か
し
一
太
郎
の
二
月
十
三
日
付
書
簡
へ
の
三
月
二
十
三
日
付
福
沢
の
返
信
に
よ
る
と
、「
学
業
上
之
証
書
ニ
而
も
あ
ら
バ
都

合
宜
し
か
ら
ん
云
々
申
遣
候
処
、
右
は
不
同
意
の
よ
し
、
拙
者
ニ
於
而
も
、
さ
ま
で
熱
心
す
る
訳
け
ニ
も
あ
ら
ず（（8
（

」
と
こ
れ
も
結
局

実
現
し
な
か
っ
た
。
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こ
の
間
、
前
年
十
月
十
三
日
の
一
太
郎
宛
福
沢
書
簡
で
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
宣
教
師
の
Ａ
・
Ｍ
・
ナ
ッ
プ
が
来
日
に
あ
た
っ
て

「
日
本
之
言
語
風
俗
を
取
調
度
ニ
付
、
貴
様
が
其
家
へ
参
る
へ
き
よ
し
、
是
は
面
白
き
事
な
り
。
何
卒
相
談
之
出
来
候
様
致
度
所
祈

候
」
と
書
き
送
り（（8
（

、
十
一
月
九
日
付
の
一
太
郎
宛
書
簡
に
よ
る
と
、
一
太
郎
が
ナ
ッ
プ
の
家
に
滞
在
し
、「
日
本
之
事
情
、
言
語
之

事
共
話
し
」
た
こ
と
が
わ
か
る（（9
（

。
ナ
ッ
プ
は
そ
の
後
来
日
し
、
慶
應
義
塾
大
学
部
の
教
師
を
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
招
聘
す
る
に
あ

た
り
、
仲
介
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、「
一
太
郎
は
大
学
部
設
置
の
隠
れ
た
ミ
ッ
ド
・
マ
ン
に
な
っ
て
い
た
」
と
も
評
さ
れ

る
（
（9
（

。

　

そ
の
後
、
一
太
郎
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
卒
業
し
た
捨
次
郎
と
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
っ
て
明
治
二
十
一
年
十
一
月
二
日
に
帰
国
し
た（（9
（

。

帰
国
し
た
両
名
を
歓
迎
し
て
、
福
沢
は
十
一
月
二
十
五
日
、
慶
應
義
塾
構
内
で
園
遊
会
を
開
い
て
い
る（（9
（

。

　

福
沢
は
両
名
の
帰
国
を
受
け
て
、「
明
治
二
十
一
年
十
月
二
子
帰
朝
」
と
題
す
る
漢
詩
を
詠
ん
だ
。

雛
燕
歸
巢
面
目
眞　

雛
燕
は
巣
に
帰
り
て
面
目
真
な
り
。

家
山
況
又
少
風
塵　

家
山
況
ん
や
又
た
風
塵
少
な
し
。

歓
迎
共
飲
皆
親
舊　

歓
び
迎
え
て
共
に
飲
む
は
皆
親
旧
、

和
気
滿
堂
冬
似
春　

和
気
堂
に
満
ち
て
冬
も
春
に
似
た
り

　

帰
国
し
た
両
名
が
成
長
し
、
古
巣
に
戻
っ
て
面
目
を
新
た
に
し
た
。
故
郷
で
は
異
国
の
よ
う
な
苦
労
も
な
い
だ
ろ
う
。
歓
迎
の
宴

で
飲
む
の
は
皆
旧
友
ば
か
り
で
あ
り
、
和
や
か
な
空
気
が
満
ち
て
、
季
節
は
春
の
よ
う
だ
、
と
福
沢
は
喜
ん
で
い
る（（9
（

。

　

ま
た
、
福
沢
は
横
浜
で
両
名
を
迎
え
、
帰
宅
し
て
宴
会
を
開
き
、
そ
の
際
に
次
の
よ
う
な
漢
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

一
別
天
涯
六
閲
春　

一
た
び
別
れ
て
よ
り
天
涯
に
六
た
び
春
を
閲
す
。
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相
看
恰
是
夢
邪
眞　

相
看
れ
ば
恰
か
も
是
れ
夢
か
真
か
。

九
郎
不
識
阿
兄
面　

九
郎
は
識
ら
ず
阿
兄
の
面
、

却
間
佳
賓
何
處
人　

却
っ
て
問
う
佳
賓
は
何
処
の
人
や
と
。

　

別
れ
て
以
来
、
六
年
が
過
ぎ
て
い
る
。
帰
国
し
て
対
面
す
る
と
夢
か
現
実
か
、
わ
か
ら
な
い
。
九
郎
（
大
四
郎
）
は
兄
の
顔
が
わ

か
ら
ず
に
、
こ
の
お
客
様
は
ど
こ
の
人
か
と
尋
ね
た
。
こ
こ
に
も
、
や
は
り
再
会
を
喜
ぶ
福
沢
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
よ
う（（9
（

。
福
沢

は
、
明
治
二
十
二
年
一
月
七
日
付
の
小
田
部
武
宛
書
簡
で
、「
当
年
ハ
一
太
郎
、
捨
次
郎
両
人
之
帰
宅
、
六
年
め
家
族
打
揃
、
賑
々

敷
新
年
を
迎
へ
候
事
ニ
而
歓
居
候
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
新
年
を
喜
ん
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た（（9
（

。

五
、
留
学
の
成
果
―
―
キ
リ
ス
ト
教
の
「
感
化
」
と
言
論
活
動

　

先
述
の
通
り
、
一
太
郎
は
留
学
中
、『
時
事
新
報
』
に
寄
稿
し
て
い
た
が
、
署
名
入
り
の
論
説
と
し
て
は
、
明
治
二
十
年
二
月
二

十
六
日
付
の
「
日
本
商
人
の
品
位
」
お
よ
び
明
治
二
十
一
年
五
月
二
十
八
日
付
の
「
耶
蘇
教
を
入
る
ゝ
か
仏
法
を
改
良
す
る
か
」
が

確
認
で
き
る
。
前
者
は
、「
一
太
郎
氏
が
目
下
米
国
紐
育
州
の
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
に
て
文
学
修
行
中
そ
の
作
文
の
課
業
に
綴
り
た
り
と

て
送
付
せ
し
英
文
を
本
社
に
て
翻
訳
し
た
る
も
の
」
で
、「
商
人
風
情
の
者
共
は
社
会
の
最
も
下
等
な
る
人
種
と
し
て
卑
下
」
す
る

日
本
に
対
し
、「
米
国
に
て
は
之
と
反
対
に
て
金
錢
は
人
の
勤
勉
の
所
産
に
し
て
人
物
の
価
値
は
そ
の
所
有
す
る
金
錢
の
多
少
」
で

決
ま
る
と
し
て
、「
今
の
日
本
商
人
の
地
位
を
社
会
の
上
流
に
進
め
今
後
日
本
国
を
し
て
商
売
を
励
ミ
且
つ
之
を
貴
重
す
る
の
国
柄

と
な
す
こ
と
国
の
務
め
に
於
て
最
も
大
切
な
る
事
な
ら
ん
」
と
説
い
た
も
の
で
あ
る（（9
（

。

　

一
方
後
者
は
、
一
太
郎
が
米
国
で
起
草
し
、
ボ
ス
ト
ン
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
レ
ジ
ス
タ
ー
』
紙
に
掲
載
さ
れ
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た
記
事
を
翻
訳
し
て
『
時
事
新
報
』
の
論
説
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
太
郎
は
、
日
本
の
宗
教
で
「
時
勢
」
に
応
じ
た
も
の
は
キ
リ

ス
ト
教
か
「
改
良
」
さ
れ
た
仏
教
し
か
な
い
と
し
た
上
で
、
日
本
の
仏
教
が
「
卑
近
」
で
あ
り
、「
文
明
開
化
」
に
適
さ
な
い
と
し

て
、
地
獄
を
恐
ろ
し
く
描
い
た
絵
な
ど
は
「
捏
造
」
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
地
獄
敎
の
主
義
」
を
廃
す
る
必
要
を
強
調
す
る
。
そ
し

て
、「
余
の
説
は
日
本
の
仏
法
を
改
良
せ
ん
と
す
る
よ
り
ハ
寧
ろ
日
本
に
耶
蘇
敎
を
入
る
ゝ
に
若
か
ず
」
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い

る
が
、
一
太
郎
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
を
「
宗
門
に
入
れ
ん
よ
り
は
随
喜
親
愛
の
心
を
以
て
勧
化
せ
る
」
も
の
、
あ
る
い
は
「
有
道
の

耶
蘇
教
」
と
称
し
て
い
る（（9
（

。
土
屋
博
政
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（（9
（

。

　

実
際
、
明
治
二
十
年
十
二
月
十
九
日
付
で
福
沢
が
一
太
郎
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、「
先
便
ユ
ニ
テ
リ
ヤ
ン
を
義
塾
へ
云
々
之
義
ニ

付
一
説
之
英
文
、
塾
員
に
示
し
候
処
、
文
章
之
巧
な
る
ニ
者
皆
々
驚
居
る
様
子
ニ
而
、
拙
者
も
窃
ニ
喜
ひ
候
次
第
」
と
述
べ
て
お
り
、

一
太
郎
が
慶
應
義
塾
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
を
広
め
よ
う
と
提
案
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（（10
（

。
福
沢
が
評
価
し
た
の
は
英
語
の
文
章
だ
け

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
同
じ
「
先
便
」
に
つ
い
て
返
信
し
た
と
み
ら
れ
る
同
年
十
一
月
二
十
九
日
付
の
一
太
郎
宛
福
沢
書
簡
に
は
、

「
義
塾
と
宗
教
之
関
係
、
諭
し
得
て
妙
な
り
。
差
支
も
な
き
文
面
ゆ
ゑ
、
塾
員
へ
も
示
す
積
り
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
内
容
も

評
価
し
た
上
で
塾
員
に
示
し
た
こ
と
が
判
明
す
る（（10
（

。

　

一
太
郎
は
留
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
意
向
も
示
し
て
お
り
、
明
治
十
九
年
七
月
三
十
一
日
付
の
一
太
郎
宛
福
沢
書
簡
に

は
、「
耶
蘇
宗
ニ
入
る
の
意
あ
る
が
如
し
。
是
亦
決
し
て
禁
す
る
所
ニ
あ
ら
ず
、
勝
手
ニ
可
被
致
。
酒
色
之
不
品
行
を
慎
む
ハ
人
生

之
一
大
事
、
宗
教
以
て
心
を
正
し
、
推
し
て
今
日
之
品
行
ニ
及
ぼ
す
、
甚
以
て
宜
し
き
事
と
存
候
」
と
あ
っ
て
、
一
太
郎
に
任
せ
る

姿
勢
を
と
っ
て
い
た（（10
（

。
義
弟
の
志
立
鉄
次
郎
は
、「
兄
は
基
督
教
の
洗
礼
は
受
け
ら
れ
な
か
つ
た
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
基
督
信
徒
と

称
す
べ
き
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
聖
書
を
精
読
し
て
そ
の
精
神
を
会
得
せ
ら
れ
た
と
承
り
、
且
若
年
に
「
シ
モ
ン
ズ
」
氏
等
よ
り
受

け
ら
れ
た
る
基
督
教
の
感
化
が
兄
の
思
想
と
人
格
と
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
疑
の
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
証
言
し
て
お
り（（10
（

、
一

太
郎
が
洗
礼
は
受
け
な
か
っ
た
も
の
の
、
聖
書
を
精
読
し
、
シ
モ
ン
ズ
な
ど
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
「
感
化
」
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
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わ
か
る（（10
（

。
こ
う
し
た
「
感
化
」
の
結
果
、
右
の
よ
う
な
論
説
を
書
く
に
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う（（10
（

。

　

両
名
の
帰
国
を
前
に
、『
時
事
新
報
』
は
明
治
二
十
一
年
九
月
十
三
日
か
ら
四
回
に
わ
た
っ
て
、「
帰
朝
記
事　

福
沢
一
太
郎
氏
英

文
の
翻
訳
」
と
題
す
る
社
説
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
太
郎
は
こ
こ
で
、「
某
氏
」
の
言
葉
を
借
り
て
、
留
学
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

渡
米
前
に
、
米
国
の
寺
院
に
行
く
際
に
は
フ
ロ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
を
着
て
い
く
べ
き
だ
と
友
人
に
い
わ
れ
た
が
、
実
際
に
は
「
寺
に
は

毎
度
參
詣
し
た
れ
ど
も
未
だ
一
度
も
フ
ロ
ツ
ク　

コ
ー
ト
の
必
要
に
逢
は
ず
盖
し
米
国
の
寺
院
は
衆
生
を
入
れ
て
拒
ま
ず
フ
ロ
ツ
ク

　

コ
ー
ト
の
如
き
は
耶
蘇
教
に
無
縁
の
も
の
な
り
」
と
、
こ
こ
で
も
キ
リ
ス
ト
教
会
に
好
意
的
な
感
想
を
記
し
て
い
る
。
一
方
で
、

「
米
国
は
真
実
正
銘
の
金
錢
国
な
り
生
計
に
不
足
な
き
良
家
の
子
に
し
て
二
十
五
錢
の
為
め
に
近
隣
の
牧
塲
に
草
を
刈
る
者
あ
り
戸

外
に
遊
戯
す
る
小
供
に
五
錢
を
与
ふ
れ
ば
走
て
町
使
の
用
を
達
す
可
し
」
と
、
米
国
の
資
本
主
義
に
は
冷
や
や
か
な
姿
勢
を
示
し
た
。

一
太
郎
は
米
国
を
発
っ
て
英
国
に
赴
い
た
が
、
船
中
で
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
が
「
近
世
の
文
明
開
化
は
耶
蘇
教
の
賜
に
し
て
恰
も
其

子
に
異
な
ら
ず
」
と
語
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
に
も
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン
で
は

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
で
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
の
原
文
を
見
物
し
、「
是
れ
英
国
自
由
の
母
に
し
て
米
国
独
立
の
祖
母
と
も
名
く
可

き
も
の
な
り
」
と
感
銘
を
受
け
、
英
国
を
「
自
由
政
治
国
」
と
称
し
て
い
る
。
米
国
で
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
受
け
た
一
太
郎
が
、

そ
の
旧
宗
主
国
た
る
英
国
に
、
文
明
開
化
や
自
由
の
起
源
を
み
て
、
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る（（10
（

。

　

明
治
二
十
三
年
に
慶
應
義
塾
大
学
部
が
発
足
す
る
と
、
一
太
郎
は
文
学
科
で
歴
史
な
ど
を
教
え
、『
時
事
新
報
』
で
社
説
を
書
い

た
こ
と
も
あ
っ
た（（10
（

。
明
治
三
十
二
年
頃
か
ら
は
、
積
極
的
に
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
、
論
説
や
小
説
、
演
説
筆
記
な
ど
を
寄
せ
る
よ

う
に
な
る
。
明
治
三
十
二
年
二
月
に
、『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
実
学
者
の
苦
心
談
（
慶
應
義
塾
学
生
諸
君
に
告
ぐ
）」

で
は
、「
現
在
勉
学
の
其
間
は
職
業
と
て
別
に
な
い
訳
唯
だ
健
康
を
害
せ
ぬ
限
り
一
心
不
乱
に
読
書
勉
強
以
て
学
問
上
の
実
知
識
＝

ポ
ジ
チ
ー
ヴ
ノ
レ
ッ
ジ
を
貯
へ
る
が
何
よ
り
肝
心
で
御
在
い
ま
す
」
と
、
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
て
学
生
に
呼
び
か
け
て
い
る（（10
（

。
ま

た
、
米
国
で
文
学
を
学
ん
で
き
た
だ
け
あ
っ
て
、
同
年
十
二
月
に
は
、「A

tsum
ori, Prince of the T

aira; A
 Japanese 
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ance

」
と
題
す
る
小
説
を
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
掲
載
し
て
い
る（（10
（

。
こ
の
前
年
に
福
沢
が
脳
溢
血
で
倒
れ
て
い
る
か
ら
、
父

に
代
わ
る
気
持
ち
で
、
こ
う
し
た
文
章
を
執
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
明
治
三
十
三
年
一
月
の
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
は
、

「
西
洋
文
明
の
泉
源
」
と
題
し
て
、「
是
か
ら
後
も
私
は
父
の
考
を
取
次
し
て
文
章
や
演
説
を
色
々
や
る
積
り
で
御
在
ま
す
」
と
、
父

の
考
え
を
取
り
次
い
で
文
章
や
演
説
に
取
り
組
む
決
意
を
示
し
た
上
で
、「
此
演
説
会
は
前
に
申
す
通
り
西
洋
文
明
の
泉
源
で
あ
る

か
ら
、
是
か
ら
益
々
四
百
一
回
の
上
を
幾
数
倍
に
も
進
め
る
と
云
ふ
熱
心
を
以
て
此
西
洋
文
明
の
清
水
を
噴
出
せ
し
め
日
本
社
会
の

隅
か
ら
隅
に
至
る
ま
で
ス
ツ
カ
リ
大
掃
除
を
し
て
西
洋
文
明
の
気
風
を
国
中
至
る
所
に
充
満
さ
せ
た
い
と
思
ひ
ま
す
」
と
論
じ
て
、

西
洋
文
明
の
波
及
へ
の
意
欲
を
み
せ
て
い
る（（11
（

。

　

修
身
要
領
の
解
説
も
試
み
て
お
り
、
明
治
三
十
三
年
四
月
の
『
慶
應
義
塾
学
報
』
で
は
、「
修
身
要
領
に
就
て
㈠
」
と
題
し
て
独

立
自
尊
に
つ
い
て
論
じ
、「
コ
ー
ペ
ル
ニ
ク
ス
諸
説
の
真
実
で
あ
る
と
憚
る
所
な
く
公
言
」
し
、
異
端
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
ジ
ョ

ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
を
挙
げ
て
、「
一
片
の
独
立
自
尊
の
心
は
遂
に
援
く
可
ら
ず
生
命
を
擲
て
も
其
理
を
主
張
し
た
」
と
賞
讃
し

て
い
る（（11
（

。
同
年
九
月
の
同
誌
に
は
、「
文
藝
の
嗜
」
と
題
す
る
論
説
を
寄
せ
、
同
要
領
の
文
藝
の
嗜
み
が
品
性
を
高
く
す
る
と
の
一

節
を
引
い
て
、「
真
成
に
文
藝
美
術
を
愛
す
る
の
嗜
は
独
立
自
尊
の
心
を
養
ふ
に
預
り
て
大
に
力
が
あ
る
」
と
述
べ
た（（11
（

。

　

こ
の
間
の
明
治
三
十
三
年
六
月
の
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
は
、
岡
崎
で
の
演
説
筆
記
で
あ
る
「
德
川
家
康
と
英
米
人
種
」
で
、

「
三
河
士
女
の
中
に
は
簡
易
活
発
気
軽
な
る
こ
と
米
国
人
の
如
き
者
も
あ
ら
ん
充
実
堅
固
大
丈
夫
を
踏
む
こ
と
英
国
人
の
如
き
者
も

あ
ら
ん
而
も
其
旨
味
の
あ
る
こ
と
は
其
是
れ
ア
ン
グ
ロ　

サ
ク
ソ
ン
に
等
し
と
信
ず
」
と
述
べ
て
、
家
康
や
三
河
の
精
神
と
英
米
人

と
の
共
通
点
を
肯
定
的
に
論
じ
て
い
る（（11
（

。
翌
月
の
同
誌
で
は
、「
清
醜
分
化
」
と
題
す
る
文
章
で
、「
日
本
の
売
淫
婦
社
会
は
彼
の
間

違
た
孝
貞
論
の
結
果
と
し
て
西
洋
諸
国
の
売
淫
婦
社
会
よ
り
も
玉
石
混
淆
の
状
態
に
於
て
在
る
…
…
実
業
力
に
於
て
も
兵
力
に
於
て

も
大
英
国
が
全
世
界
に
冠
た
る
も
の
謂
れ
な
き
に
非
ず
」
と
英
国
を
高
く
評
価
し
た（（11
（

。
明
治
三
十
四
年
五
月
の
同
誌
に
は
「
根
本
的

倹
約
論
（
慶
應
義
塾
学
生
諸
君
に
告
ぐ
）」
と
す
る
文
章
を
寄
せ
て
、
目
先
の
倹
約
よ
り
も
「
長
久
の
策
」
と
し
て
「
西
洋
実
理
実
学
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を
奨
励
す
る
の
大
切
な
る
は
素
よ
り
論
ず
る
ま
で
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（（11
（

。
明
治
三
十
五
年
三
月
の
同
誌
に
は
、「
日
英
同
盟
と

英
文
学
」
と
題
す
る
文
章
を
寄
せ
、「
此
度
び
の
同
盟
の
一
事
こ
そ
好
機
会
な
れ
此
機
に
乗
じ
て
大
に
英
文
学
の
流
行
を
来
さ
せ
た

い
も
の
で
あ
る
」
と
日
英
同
盟
を
契
機
に
英
文
学
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る（（11
（

。
西
洋
文
明
、
特
に
英
米
の
文
学
や
実
学
、
文

化
の
重
要
性
を
説
く
の
が
、
一
太
郎
の
基
本
的
姿
勢
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
六
年
一
月
の
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
は
「
学
者
と
実
業
家
と
の
同
心
協
力
」
と
い
う
文
章
で
、「
学
実
調
和
学
者
と
実

業
者
と
を
し
て
国
の
独
立
自
尊
の
為
め
に
同
心
協
力
せ
し
め
ん
其
為
め
に
我
当
慶
應
義
塾
の
士
が
奮
発
せ
ん
こ
と
を
私
は
深
く
希
望

す
る
の
で
御
坐
い
ま
す
」
と
述
べ（（11
（

、
同
年
七
月
の
同
誌
で
は
「
英
米
の
気
風
と
我
慶
應
義
塾
」
と
題
し
て
、「
バ
ラ
ン
ス　

ホ

ウ
ィ
ー
ル
た
る
サ
ウ
ン
ド　

コ
ン
モ
ン
セ
ン
ス
を
第
一
と
し
学
問
を
第
二
と
す
る
ア
ン
グ
ロ　

サ
ク
ス
ン
流
義
は
盖
し
我
慶
應
義
塾

の
大
主
意
で
あ
ら
う
と
私
は
信
じ
る
の
で
御
坐
い
ま
す
」
と
論
じ
て
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
精
神
と
慶
應
義
塾
の
気
風
と
の
共
通

点
を
強
調
し
て
い
る（（11
（

。
明
治
三
十
七
年
一
月
の
同
誌
で
は
、「
慶
應
義
塾
の
進
運
を
祝
す
」
と
す
る
文
章
で
、「
私
は
昨
年
十
二
月
の

十
二
日
に
慶
應
義
塾
出
身
の
古
い
方
々
を
宅
へ
御
招
き
申
し
ま
し
て
粗
末
の
夕
食
を
差
上
げ
ま
し
た
…
…
平
等
的
に
談
笑
し
た
る
は

主
人
の
深
く
感
謝
す
る
所
で
御
座
い
ま
す
、
畢
竟
こ
の
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
塾
の
気
風
で
あ
ら
う
と
考
へ
ま
す
」
と

語
っ
た（（11
（

。
日
本
の
武
士
精
神
や
慶
應
義
塾
の
気
風
が
英
米
の
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
、
一
太
郎
は
強
調
し
た
。

　

明
治
三
十
七
年
二
月
に
日
露
戦
争
が
開
戦
す
る
と
、
同
年
六
月
の
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
「
乱
に
治
を
忘
る
ゝ
勿
れ
」
と
題
す
る

文
章
を
掲
載
し
、
戦
時
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
殖
産
興
業
通
商
貿
易
」
を
盛
ん
に
し
て
、
実
業
を
伸
張
さ
せ
る
と
い
う
「
治
世
に
処

す
る
覚
悟
を
忘
れ
る
な
」
と
説
き（（12
（

、
同
年
七
月
の
『
中
央
公
論
』
に
も
同
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
、
日
露
戦
争
は
「
排
外

専
横
主
義
に
対
す
る
門
戸
開
放
自
由
競
争
主
義
の
争
」
で
あ
る
た
め
、「
実
業
的
進
取
の
観
念
」
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
し

た
（
（12
（

。
こ
の
間
、
明
治
三
十
四
年
二
月
に
は
福
沢
が
死
去
し
て
お
り
、
今
後
の
慶
應
義
塾
を
担
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚

が
、
こ
う
し
た
さ
か
ん
な
一
太
郎
の
文
筆
活
動
を
支
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
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六
、
む
す
び
に
代
え
て
―
―
慶
應
義
塾
社
頭
と
し
て

　

明
治
四
十
年
十
二
月
、
第
三
代
慶
應
義
塾
社
頭
と
な
る
と
、
一
太
郎
は
慶
應
義
塾
お
よ
び
福
沢
家
を
代
表
す
る
か
た
ち
で
、
多
く

の
文
章
を
『
慶
應
義
塾
学
報
』
や
『
三
田
評
論
』
な
ど
に
発
表
し
て
い
く
。
明
治
四
十
一
年
八
月
に
『
実
業
之
世
界
』
に
掲
載
さ
れ

た
「
今
若
し
父
（
故
福
沢
大
先
生
）
が
在
世
な
ら
ば
如
何
な
る
言
行
を
為
す
か
」
で
は
、「
福
沢
の
長
子
丈
け
に
比
較
的
他
の
方
よ
り

多
く
且
精
し
く
知
つ
て
居
る
」
と
し
て
、「
不
品
行
を
一
番
八
釜
し
く
云
ふ
だ
ろ
う
」「
元
気
恢
復
を
鼓
吹
す
る
で
せ
う
」「
天
下
の

青
年
挙
げ
て
実
業
界
に
入
る
を
八
釜
し
く
云
ふ
で
せ
う
」「
益
々
独
立
自
尊
を
鼓
吹
す
る
で
せ
う
」「
金
の
事
に
就
て
も
説
き
立
て
る

で
せ
う
」
と
述
べ
て
、
福
沢
の
代
弁
者
を
も
っ
て
自
負
し
て
い
る（（12
（

。
た
だ
、
代
弁
者
た
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
は
相
当
の
重
圧
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
明
治
四
十
二
年
三
月
に
『
教
育
界
』
に
発
表
し
た
「
故
福
沢
先
生
回
顧
」
で
は
、「
私
は
文
章
と
い
ひ
弁
舌
と
い
ひ
、

何
一
つ
父
に
及
ぶ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
父
の
遺
し
て
置
き
ま
し
た
教
訓
な
ど
に
就
い
て
、
彼
之
と
社
会
に
発
表
す
る
の
が
恐

ろ
し
う
御
座
い
ま
す
」
と
心
情
を
吐
露
し
、
父
の
思
想
や
言
論
に
つ
い
て
は
そ
の
著
作
を
み
て
ほ
し
い
と
し
た
上
で
、「
父
の
主
義

は
誰
人
も
御
存
じ
の
独
立
自
尊
主
義
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
父
の
一
生
を
通
じ
て
変
へ
ず
枉
げ
な
か
つ
た
と
こ
ろ
」
だ
と
指
摘
し
、

「
父
を
思
ふ
の
情
は
年
を
経
る
に
従
て
、
層
一
層
増
し
て
来
る
の
で
御
座
ま
す
」
と
記
し
て
い
る（（12
（

。
重
圧
を
感
じ
な
が
ら
も
、
父
を

慕
う
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
一
太
郎
は
そ
の
言
論
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

明
治
四
十
五
年
五
月
の
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
は
「
実
学
の
ツ
レ
ー
ニ
ン
グ
と
人
事
の
実
際
（
義
塾
商
工
学
校
卒
業
生
諸
君
に
告

ぐ
）」
と
題
す
る
文
章
を
寄
せ
、
慶
應
義
塾
商
工
学
校
卒
業
生
に
「
あ
な
た
方
が
サ
イ
ア
ン
ス
即
ち
西
洋
実
学
の
ツ
レ
ー
ニ
ン
グ
に

拠
て
、
信
を
重
じ
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
、
正
直
で
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
」
と
論
じ
て
い
る（（12
（

。
同
年
七
月
の
同
誌
で
は
、「
慶
應
義
塾

卒
業
生
諸
君
に
告
ぐ
」
と
題
す
る
訓
示
筆
記
で
、「
諸
君
は
、
謂
は
ゞ
吾
々
の
学
校
を
一
つ
の
店
と
す
れ
ば
、
レ
ー
テ
ス
ト　

メ
ー

ク
の
品
で
あ
る
、
最
新
の
作
品
で
あ
る
、
慶
應
義
塾
の
新
に
咲
か
せ
た
花
で
あ
る
、
此
花
が
社
会
に
出
て
、
さ
う
し
て
大
に
活
動
さ
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れ
る
と
い
ふ
事
は
、
吾
々
の
誠
に
喜
ば
し
く
思
ふ
所
で
あ
る
」
と
呼
び
か
け
て
い
る（（12
（

。
さ
ら
に
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
月
の

『
慶
應
義
塾
学
報
』
で
は
、「
社
会
に
於
け
る
礼
儀
」
と
題
す
る
文
章
で
、「
カ
ー
テ
ン
ジ
ー
と
シ
ン
セ
リ
チ
ー
と
を
失
ふ
に
至
て
は
、

社
会
は
淫
猥
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る（（12
（

。
こ
の
時
期
、
一
太
郎
が
特
に
意
識
し
て
い
た
の
は
実
学
と
品
格

の
重
要
性
で
あ
っ
た
。

　

大
正
十
一
年
十
二
月
八
日
の
慶
應
義
塾
長
就
任（（12
（

を
受
け
て
、
大
正
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
付
の
『
三
田
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
記
者
に
「
塾
生
に
対
す
る
私
の
訓
話
と
云
へ
ば
一
口
に
云
ふ
と
父
の
教
へ
を
そ
の
儘
遵
奉
し
て
貰
ひ
た
ひ
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
と
語
り
、「
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
第
一
の
主
義
と
し
て
決
し
て
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
に
の
み
拘
泥
し
て

は
い
け
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る（（12
（

。
翌
年
二
月
の
『
三
田
評
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
慶
應
義
塾
々
生
に
告
ぐ
」
に
お
い
て
は
、「
我

慶
應
義
塾
の
教
育
の
目
的
は
独
立
自
尊
の
人
を
造
る
に
在
る
の
で
御
座
い
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
幼
稚
舎
か
ら
大
学
へ
と
、
次
第

に
教
職
員
の
干
渉
を
弱
め
、「
結
局
の
目
的
は
無
干
渉
自
由
放
任
、
己
れ
の
行
動
に
対
す
る
カ
ン
セ
ク
ウ
ェ
ン
ス
は
己
れ
で
引
受
け

る
社
会
の
一
員
た
る
や
う
に
育
て
上
げ
や
う
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
論
じ
た（（12
（

。
塾
長
退
任
後
の
昭
和
二
年
五
月
二
十
八
日
付
の
『
三

田
新
聞
』
で
は
、
義
塾
は
英
語
の
学
校
で
サ
イ
エ
ン
ス
を
土
台
と
し
て
い
る
が
、
日
本
が
英
米
に
近
づ
く
と
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、

そ
の
文
学
を
通
じ
て
人
情
風
俗
を
知
り
、「
英
米
の
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
を
大
い
に
学
ん
で
欲
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る（（13
（

。

　

一
太
郎
の
文
章
に
は
、
英
単
語
が
頻
出
す
る
こ
と
、
英
米
文
学
や
実
学
の
必
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
、
西
洋
文
明
、
と
り
わ
け
英

米
文
明
や
そ
の
精
神
を
高
く
評
価
し
、
日
本
の
伝
統
精
神
や
慶
應
義
塾
の
気
風
と
の
共
通
点
を
読
み
取
る
こ
と
、
福
沢
の
逸
話
や
精

神
が
よ
く
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
、
独
立
自
尊
の
精
神
や
紳
士
的
態
度
、
品
格
の
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
な
ど
が
、
特
徴
で
あ
る
。

　

周
囲
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
昭
和
十
三
年
六
月
二
十
四
日
に
一
太
郎
が
没
し
た（（13
（

際
の
慶
應
義
塾
長
・

小
泉
信
三
は
、「
青
年
時
代
米
国
で
勉
強
せ
ら
れ
た
の
で
、
英
語
の
発
音
は
殊
に
流
暢
で
正
確
で
あ
つ
た
。
ま
た
よ
く
散
歩
に
出
ら

れ
る
、
そ
の
散
歩
の
行
先
は
日
本
橋
の
丸
善
で
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
も
聞
い
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る（（13
（

。
孫
の
小
山
五
郎
は
、
一
周
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忌
を
期
に
『
祖
父
福
沢
一
太
郎
の
想
出
』
を
出
版
し
、
そ
の
中
で
、
妹
の
志
立
タ
キ
も
、「
兄
上
の
英
語
の
発
音
が
き
れ
い
で
、
文

法
の
正
し
い
の
に
は
い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
…
…
私
の
若
い
間
は
知
識
の
広
い
英
語
、
英
文
学
に
精
通
し
た
方
と
思
ふ
ば
か
り

で
あ
り
ま
し
た
」
と
述
懐
す
る（（13
（

。
娘
婿
の
小
山
完
吾
は
一
太
郎
の
読
書
に
つ
い
て
、
進
化
論
、
生
物
学
、
医
学
、
日
本
文
学
、
英
米

文
学
、
特
に
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
、
バ
イ
ロ
ン
な
ど
に
及
ん
だ
と
し
て
、「
新
刊
物
が
外
国
か
ら
到
着
の
場
合
な
ど
、
如
何
に
も
楽
し

さ
う
に
目
録
を
見
た
り
、
頁
を
翻
へ
し
た
り
し
て
悦
に
入
り
、
挙
句
の
果
に
は
本
を
撫
で
ま
わ
し
て
喜
ん
だ
も
の
で
あ
る
」
と
回
想

し
て
い
る（（13
（

。
息
子
の
福
沢
宏
も
、「
父
は
実
に
本
の
好
き
な
人
で
沢
山
の
本
を
集
め
読
み
つ
ゞ
け
勉
強
を
し
て
ゐ
た
。　

二
階
が
本

で
つ
ぶ
れ
る
と
母
が
こ
ぼ
し
た
程
の
本
の
中
で
一
日
一
人
読
み
つ
ゞ
け
て
ゐ
た
」
と
語
っ
て
い
る（（13
（

。
こ
う
し
た
語
学
力
や
幅
広
い
読

書
に
支
え
ら
れ
て
、
一
太
郎
の
言
論
活
動
は
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

福
沢
諭
吉
の
長
男
、
と
い
う
立
場
は
、
一
太
郎
に
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
生
来
の
臆
病
な
性
格

も
あ
り
、
福
沢
か
ら
は
心
配
さ
れ
て
ば
か
り
で
、
留
学
中
も
そ
の
性
格
や
飲
酒
、
信
仰
、
結
婚
、
健
康
、
そ
し
て
勉
学
の
方
向
性
を

め
ぐ
っ
て
、
父
を
悩
ま
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、
一
太
郎
自
身
、
特
定
の
大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
文
学
と
英
語
を
身
に
つ
け
、
帰
国
後
、
と
り
わ
け
父
が
倒
れ
た
後
は
そ
の
知
見
を
生
か
し
て
文
学
や
実
学
、
西
欧
文
明

の
波
及
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
独
立
自
尊
の
精
神
の
涵
養
、
父
の
精
神
の
継
承
に
努
め
、
懸
命
に
慶
應
義
塾
を
支
え
た
。
一
太
郎
が
、

そ
の
立
場
を
踏
ま
え
て
義
塾
の
理
念
と
目
標
を
示
し
続
け
た
こ
と
は
、
鎌
田
栄
吉
、
林
毅
陸
、
そ
し
て
小
泉
信
三
と
い
う
、
有
能
な

塾
長
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
福
沢
亡
き
後
の
義
塾
の
発
展
に
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
林
は

一
太
郎
に
つ
い
て
、「
一
意
唯
だ
塾
の
社
頭
と
し
て
大
先
生
の
偉
業
を
守
る
に
努
め
、
其
全
精
神
は
慶
應
義
塾
の
上
に
傾
注
せ
ら
れ

て
ゐ
た
」
と
述
べ
た
上
で
、
塾
長
在
任
中
、「
時
々
氏
を
訪
ふ
て
塾
務
を
報
告
し
其
指
導
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
が
、
氏
は
常
に
喜
ん

で
報
告
を
聴
き
、
其
の
関
心
の
甚
だ
深
き
こ
と
を
示
さ
れ
て
ゐ
た
。
然
か
も
局
に
当
る
者
を
信
頼
せ
ら
れ
、
唯
だ
好
意
と
同
情
と
を

以
て
、
支
持
と
奨
励
と
を
与
へ
ら
れ
た
。
今
日
に
於
て
も
予
の
感
謝
に
堪
え
ぬ
処
で
あ
る
」
と
述
懐
し
て
い
る（（13
（

。
小
泉
も
、「
一
太
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郎
先
生
の
寸
時
も
お
忘
れ
に
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
、
福
沢
諭
吉
先
生
の
志
を
継
ぎ
、
福
沢
諭
吉
先
生
の
主
義
を
固
く
守
る
、
終
始

此
の
一
事
で
あ
つ
た
や
う
に
私
共
は
感
じ
ま
す
…
…
故
社
頭
に
於
て
私
の
見
ま
し
た
も
の
は
、
実
に
一
少
年
に
も
似
た
所
の
孝
子
と

し
て
の
一
太
郎
先
生
で
あ
り
ま
し
た
」
と
評
し
、
塾
長
と
し
て
義
塾
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
、
晩
年
の
一
太
郎
は
「
皆
さ
ん
御
尽
力

を
し
て
下
さ
つ
て
有
難
い
、
そ
れ
に
引
代
へ
自
分
は
病
気
の
為
に
一
向
義
塾
の
為
に
働
く
こ
と
が
出
来
な
い
、
洵
に
申
訳
な
い
と
い

ふ
や
う
な
言
葉
が
屢
々
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う（（13
（

。

　

米
国
留
学
の
間
、
一
太
郎
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
語
学
力
を
磨
き
、
読
書
を
重
ね
、
西
洋
理
解
を
深
め
、
そ
し
て
何
よ
り
、
遠
隔

地
か
ら
書
簡
を
通
し
て
頻
々
と
寄
せ
ら
れ
る
父
の
愛
を
受
け
た（（13
（

。
そ
の
意
味
で
、
一
太
郎
に
と
っ
て
の
留
学
は
、
そ
の
生
涯
に
も
、

ま
た
慶
應
義
塾
の
歴
史
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

（
1
）　
「
福
沢
一
太
郎
」（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
一
三
年
）、
三
七
九
頁
。

（
2
）　

拙
稿
「
福
沢
捨
次
郎
の
米
国
留
学
に
つ
い
て
―
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
所
蔵
資
料
か
ら
」（『
福
沢
手
帖
』
第
一
六
三
号
、
平

成
二
六
年
一
二
月
）、
一
三
―
二
一
頁
。

（
3
）　
「
一
太
郎
と
捨
次
郎
の
留
学
」（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
一
三
年
）、
三
五
二
頁
、
前
掲

「
福
沢
一
太
郎
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
）、
三
七
九
頁
、H

elen Ballhatchet, 

“Fukuzaw
a Y

ukichi as a father: 
translations of letters w

ritten to his tw
o eldest sons w

hile they w
ere in the U

nited States, 1883

―1888

”, T
he H

iyoshi 
review

 of E
nglish studies, N

o.62

（M
arch 2013

）, p.4.

（
4
）　

前
掲
「
福
沢
一
太
郎
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
）、
三
七
九
―
三
八
〇
頁
、
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻

（
前
）（
慶
應
義
塾
、
昭
和
三
五
年
）、
五
六
二
―
五
六
三
頁
。

（
5
）　
『
三
田
評
論
』（
第
四
九
二
号
、
昭
和
一
三
年
八
月
）、
一
―
一
九
頁
。

（
6
）　

小
山
太
輝
「
福
沢
一
太
郎
」（『
三
田
評
論
』
第
一
二
二
一
号
、
平
成
三
〇
年
四
月
）、
四
四
―
四
七
頁
。

（
7
）　

石
河
幹
明
『
福
沢
諭
吉
伝
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
和
七
年
）、
四
五
三
―
四
七
六
頁
。
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（
8
）　

富
田
正
文
『
考
証 

福
沢
諭
吉
』
下
（
岩
波
書
店
、
平
成
三
年
）、
六
〇
三
―
六
一
五
頁
。

（
9
）　

坂
井
達
朗
・
松
崎
欽
一
「
解
題
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
）、
三
六
九
―
三
七
二
頁
、
寺
崎
修
・
西
川
俊
作
「
解
題
」

（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
）、
三
九
四
―
四
〇
一
頁
。
桑
原
三
二
編
著
『
福
沢
諭
吉
―
留
学
し
た
息
子
た
ち
へ
の
手
紙
』（
は

ま
の
出
版
、
平
成
元
年
）
も
、
福
沢
が
一
太
郎
・
捨
次
郎
に
宛
て
た
書
簡
四
〇
通
を
現
代
語
訳
し
、
そ
こ
に
解
説
を
加
え
て
お
り
、
福
沢

諭
吉
『
愛
児
へ
の
手
紙
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
二
八
年
）
に
も
、
両
名
宛
福
沢
書
簡
一
〇
七
通
が
収
録
さ
れ
、
小
泉
信
三
が
解
題
を
書
い

て
い
る
。

（
10
）　

金
文
京
「
二
子
の
帰
朝
二
首
」（『
福
沢
手
帖
』
第
一
八
一
号
、
令
和
元
年
六
月
）、
二
四
―
二
八
頁
、
同
「
一
太
郎
、
捨
次
郎
の
ア

メ
リ
カ
留
学
」（『
福
沢
手
帖
』
第
一
七
二
号
、
平
成
二
七
年
三
月
）、
二
八
―
三
二
頁
。

（
11
）　
「
カ
ロ
ザ
ス
」
と
「
グ
ー
ド
マ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
慶
應
義
塾
初
の
外
国
人
教
師
採
用
に
つ
い
て
―
旧
掛
川
藩
主
太
田
資
美

の
事
蹟
」（『
福
沢
手
帖
』
第
一
一
三
号
、
平
成
一
四
年
六
月
）、
一
―
七
頁
、
参
照
。

（
12
）　

一
太
郎
が
「
シ
ョ
ー
」
か
ら
受
け
た
教
育
に
関
し
て
は
、
白
井
堯
子
『
福
沢
諭
吉
と
宣
教
師
た
ち
―
知
ら
れ
ざ
る
明
治
期
の
日
英
関

係
』（
未
來
社
、
平
成
一
一
年
）、
七
八
―
八
一
頁
、
参
照
。

（
13
）　
「
福
沢
諭
吉
子
女
之
伝
」（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
別
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
六
年
）、
一
二
一
―
一
三
六
頁
。

（
14
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
〇
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
六
年
）、
六
七
―
七
七
頁
。

（
15
）　

福
沢
一
太
郞
「「
ひ
ゞ
の
を
し
へ
」
掲
載
に
就
て
」（『
少
年
』
第
二
八
号
、
明
治
三
九
年
一
月
）、
二
―
三
頁
。

（
16
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
六
年
）、
四
〇
六
―
四
〇
七
頁
。

（
17
）　

西
澤
直
子
「
福
沢
一
太
郎
」（
福
沢
諭
吉
事
典
編
集
委
員
会
編
『
福
沢
諭
吉
事
典
』
慶
應
義
塾
、
平
成
二
二
年
）、
五
六
一
頁
。

（
18
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
七
巻
、
五
五
二
―
五
五
三
頁
。
こ
の
心
得
書
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
一
太
郎
、
捨
次
郎
の
ア
メ
リ
カ

留
学
」、
三
〇
頁
、
前
掲
『
考
証 

福
沢
諭
吉
』
下
、
六
〇
六
―
六
〇
七
頁
、
も
参
照
。

（
19
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
平
成
一
三
年
）、
二
九
八
頁
。

（
20
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
二
八
九
頁
。

（
21
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
二
九
二
頁
。

（
22
）　

前
掲
「
一
太
郎
、
捨
次
郎
の
ア
メ
リ
カ
留
学
」、
二
八
―
三
一
頁
。
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（
23
）　

前
掲
「
一
太
郎
、
捨
次
郎
の
ア
メ
リ
カ
留
学
」、
三
一
―
三
二
頁
。

（
24
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
二
九
九
―
三
〇
〇
頁
。

（
25
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
三
〇
二
頁
。

（
26
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
三
一
一
―
三
一
二
頁
。

（
27
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
三
一
三
頁
。

（
28
）　
「
福
沢
捨
次
郎
米
国
行
日
記
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
別
巻
）、
二
一
六
―
二
一
七
頁
。

（
29
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
三
一
六
頁
。

（
30
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
三
二
六
頁
。

（
31
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
、
三
三
三
―
三
三
四
頁
。

（
32
）　

前
掲
「
福
沢
捨
次
郎
米
国
行
日
記
」、
二
二
四
―
二
二
五
頁
。

（
33
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
五
頁
。

（
34
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
九
頁
。

（
35
）　
『
時
事
新
報
』
明
治
一
六
年
一
〇
月
一
一
日
付
社
説
と
し
て
、「
米
国
来
信
抜
粋
（
鉄
道
ト
仮
名
ノ
事
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
、
鉄
道
の
普
及
に
よ
っ
て
「
有
形
ノ
品
物
ヲ
交
通
シ
テ
物
価
ヲ
平
均
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
無
形
ノ
言
語
ヲ
モ
運
搬
シ
テ
其
平
均
ヲ

得
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
」
と
し
て
、
方
言
が
減
少
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
仮
名
文
字
普
及
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
一
太
郎
の
記
し
た
「
鉄
道
論
」
だ
と
考
え
ら
れ
、
現
在
、
一
太
郎
が
原
文
を
起
草
し
、
福
沢
が
加
筆
し
た
と
思
わ
れ
る
筆
写
原
稿

が
残
さ
れ
て
い
る
（「
明
治
一
六
年
一
〇
月
一
一
日
時
事
新
報
社
説　

米
国
来
信
抜
粋
（
鉄
道
ト
仮
名
ノ
事
）」
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン

タ
ー
蔵
、
受
入
番
号
・K

00588

）。

（
36
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
六
頁
。

（
37
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
九
―
二
〇
頁
。

（
38
）　

シ
モ
ン
ズ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
の
米
国
人
医
療
宣
教
師
で
、
福
沢
の
腸
チ
フ
ス
の
治
療
を
し
て
以
来
、
福
沢
と
交
遊
が
深
く
、
明

治
一
五
年
に
帰
国
し
て
い
た
（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
三
四
二
頁
）。
留
学
中
の
一
太
郎
と
シ
モ
ン
ズ
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
荒
井
保
男
『
ド
ク
ト
ル
・
シ
モ
ン
ズ
―
横
浜
医
学
の
源
流
を
求
め
て
』（
有
隣
堂
、
平
成
一
六
年
）、
二
一
六
―
二
四
〇
頁
、
な
ど
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参
照
。
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
も
来
日
経
験
の
あ
る
米
国
人
医
師
で
、
当
時
は
米
国
に
滞
在
し
て
お
り
、
シ
モ
ン
ズ
と
と
も
に
両
名
の
留
学
の
後

見
人
と
な
っ
た
（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
一
四
八
頁
）。
た
だ
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
と
一
太
郎
は
そ
り
が
合
わ
ず
、
一
太
郎

が
福
沢
に
苦
情
を
申
し
立
て
て
、
叱
責
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
前
掲
「
解
題
」
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
四
〇
〇
頁
）。

（
39
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
四
〇
―
四
二
頁
。

（
40
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
四
五
―
四
八
頁
。

（
41
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
六
五
頁
。

（
42
）　

こ
の
点
、
お
よ
び
オ
バ
ー
リ
ン
大
学
の
特
色
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
福
沢
諭
吉
と
宣
教
師
た
ち
―
知
ら
れ
ざ
る
明
治
期
の
日
英
関

係
』、
三
三
―
三
九
頁
、
参
照
。

（
43
）　Catalogue of the O

ffi
cers and Students of O

berlin College, for the College Y
ear 1883

―‌4

（Chicago: T
he Blakely 

M
arsh Printing Co., 1883

）, p.35.

（
44
）　Ibid., p.69.

（
45
）　Ibid., pp.56

―72.

（
46
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
七
六
―
七
七
頁
。

（
47
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
七
九
―
八
〇
頁
。

（
48
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
〇
一
頁
。

（
49
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
一
〇
―
一
一
九
頁
。
明
治
一
七
年
四
月
、
岩
崎
清
七
は
福
沢
の
紹
介
状
を
持
っ
て
ポ
ー
キ

プ
シ
ー
の
「
カ
ツ
テ
イ
ジ
・
グ
ロ
ー
ヴ
」
と
い
う
「
準
備
学
校
」
に
両
名
を
訪
ね
た
と
述
べ
て
い
る
（
岩
崎
清
七
「
福
沢
一
太
郎
先
生
に

関
し
て
」
小
山
五
郎
編
『
祖
父
福
沢
一
太
郎
の
想
出
』
小
山
五
郎
、
昭
和
一
四
年
、
二
三
頁
）。
こ
こ
で
入
学
準
備
を
進
め
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
学
校
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

（
50
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
三
一
頁
。

（
51
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
三
九
頁
。

（
52
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
六
二
頁
。

（
53
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
七
三
頁
。
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（
54
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
七
七
頁
。

（
55
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
九
三
―
一
九
四
頁
。

（
56
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
一
九
九
―
二
〇
三
頁
。

（
57
）　T

he Cornell U
niversity R

esister, 1884

―85, Ithaca, N
.Y

., p.33.

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
在
籍
記
録
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ネ
ル
大

学D
ivision of Rare and M

anuscript Collections

の
ナ
タ
リ
ー
・
ケ
ル
ゼ
イ
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。

（
58
）　Ibid., p.39.

（
59
）　Ibid., p.5.

（
60
）　Ibid., pp.73

―78.

（
61
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
二
二
三
頁
。

（
62
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
二
六
〇
頁
。

（
63
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
二
七
〇
頁
。

（
64
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
二
九
一
頁
。

（
65
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
三
〇
三
頁
。

（
66
）　

前
掲
「
福
沢
一
太
郎
先
生
に
関
し
て
」、
二
三
―
二
五
頁
。

（
67
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
三
二
三
頁
。

（
68
）　

前
掲
「
福
沢
一
太
郎
先
生
に
関
し
て
」、
二
四
―
二
五
頁
。

（
69
）　

岩
崎
清
七
「
洋
行
中
の
福
沢
社
頭
」（『
三
田
評
論
』
第
五
〇
四
号
、
昭
和
一
四
年
八
月
）、
八
頁
。

（
70
）　T

he Cornell U
niversity R

esister, 1885

―86, Ithaca, N
.Y

., T
he Cornell U

niversity R
esister, 1886

―87, Ithaca, N
.Y

., 
T

he Cornell U
niversity R

esister, 1887

―88, Ithaca, N
.Y

..

（
71
）　T

he T
en-Y

ear Book of Cornell U
niversity II 1868

―1888 （Ithaca: A
ndrus and Church, 1888

）, p.100.

（
72
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
三
二
三
―
三
二
七
頁
。
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
に
は
、
明
治
二
〇
年
二
月

に
渡
米
し
た
福
沢
桃
介
も
学
ん
で
い
る
（
松
崎
欣
一
「
福
沢
（
岩
崎
）
桃
介
」
前
掲
『
福
沢
諭
吉
事
典
』、
五
六
五
―
五
六
六
頁
）。
福
沢
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は
同
年
四
月
二
八
日
付
の
桃
介
宛
書
簡
で
、
留
学
中
に
英
語
や
鉄
道
に
つ
い
て
学
ぶ
よ
う
伝
え
て
い
る
（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第

五
巻
、
一
八
七
―
一
八
八
頁
）。

（
73
）　

イ
サ
カ
と
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
は
三
〇
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
て
お
り
、
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
か
ら
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
通
う
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

（
74
）　

前
掲
「
一
太
郎
と
捨
次
郎
の
留
学
」、
三
五
二
頁
。

（
75
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
三
三
〇
頁
。

（
76
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
八
頁
。

（
77
）　

ポ
ー
キ
プ
シ
ー
公
共
図
書
館
の
シ
ャ
モ
ン
・
バ
ト
ラ
ー
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
78
）　https://w

w
w

.lostcolleges.com
/eastm

an-business-college, accessed 4 D
ecem

ber 2021.

（
79
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
三
七
―
三
八
頁
。

（
80
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
七
七
頁
。

（
81
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
八
九
―
九
〇
頁
。

（
82
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
一
〇
二
―
一
〇
三
頁
。

（
83
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
一
一
八
、
一
五
〇
、
一
七
〇
頁
。

（
84
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
一
八
一
、
一
八
六
、
二
一
三
―
二
一
四
、
二
一
九
頁
。

（
85
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
二
三
二
―
二
三
三
頁
。

（
86
）　

一
太
郎
は
米
国
の
女
性
と
の
結
婚
話
を
持
ち
出
し
て
、
将
来
の
生
計
が
立
た
な
い
な
ど
と
、
福
沢
か
ら
反
対
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ

た
（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
一
七
〇
―
一
七
三
頁
）。
こ
の
結
婚
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
解
題
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉

書
簡
集
』
第
五
巻
）、
三
九
八
―
三
九
九
頁
、
小
泉
信
三
「
解
題
」（
前
掲
『
愛
児
へ
の
手
紙
』）、
二
二
八
頁
、
金
文
京
「
塔
ノ
沢
温
泉
で

の
執
筆
と
来
客
」（『
福
沢
手
帖
』
第
一
七
九
号
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
）、
二
二
―
二
三
頁
、
前
掲
『
考
証 

福
沢
諭
吉
』
下
、
六
一
二
―

六
一
三
頁
、
な
ど
も
参
照
。
母
・
錦
は
七
月
九
日
付
の
一
太
郎
宛
書
簡
で
、
福
沢
は
「
年
は
年
に
て
、
心
配
は
よ
ほ
ど
か
ら
だ
に
障
り
候

様
に
見
う
け
」
ら
れ
る
と
し
て
、「
お
も
へ
も
別
段
親
孝
行
を
致
せ
と
は
不
申
、
只
々
心
配
を
か
け
ぬ
様
」
と
諭
し
て
い
る
（
慶
應
義
塾

編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
八
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
六
年
、
一
二
九
頁
）。

（
87
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
三
三
三
頁
。
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（
88
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
三
六
五
頁
。
卒
業
証
書
を
め
ぐ
る
福
沢
と
一
太
郎
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
解

題
」（
前
掲
『
愛
児
へ
の
手
紙
』）、
二
二
九
頁
、
な
ど
も
参
照
。

（
89
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
二
九
一
頁
。

（
90
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
二
九
八
頁
。
当
時
の
一
太
郎
と
ナ
ッ
プ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
土
屋
博
政
『
ユ
ニ
テ
リ
ア

ン
と
福
沢
諭
吉
―U

nitarian

＝
自
由
キ
リ
ス
ト
教
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
一
六
年
）、
七
八
―
七
九
頁
、
参
照
。

（
91
）　

前
掲
「
解
題
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
）、
四
〇
一
頁
。

（
92
）　

前
掲
「
二
子
の
帰
朝
二
首
」、
二
五
頁
。

（
93
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
平
成
一
四
年
）、
七
二
頁
。

（
94
）　

前
掲
「
二
子
の
帰
朝
二
首
」、
二
四
―
二
七
頁
。

（
95
）　

前
掲
「
二
子
の
帰
朝
二
首
」、
二
七
―
二
八
頁
。

（
96
）　
「
福
沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
三
巻
、
平
成
一
九
年
三
月
）、
二
五
四
頁
。

（
97
）　
「
日
本
商
人
の
品
位
」（『
時
事
新
報
』
明
治
二
〇
年
二
月
二
六
日
付
）。
こ
の
社
説
の
筆
写
原
稿
が
、
現
存
し
て
い
る
（「
福
沢
一
太

郎
「
日
本
商
人
の
品
位
」（『
時
事
新
報
』
明
治
二
〇
年
二
月
二
六
日
所
載
）」
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
、
受
入
番
号
・

K
00573

）。

（
98
）　
「
耶
蘇
教
を
入
る
ゝ
か
仏
法
を
改
良
す
る
か
」（『
時
事
新
報
』
明
治
二
一
年
五
月
二
八
日
付
）。

（
99
）　

前
掲
『
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
福
沢
諭
吉
―U

nitarian
＝
自
由
キ
リ
ス
ト
教
』、
八
八
―
八
九
頁
。

（
100
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
三
一
八
頁
。

（
101
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
三
〇
五
頁
。
こ
の
一
太
郎
の
提
案
、
お
よ
び
「
耶
蘇
教
を
入
る
ゝ
か
仏
法
を
改
良
す
る
か
」

に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
福
沢
諭
吉
―U

nitarian
＝
自
由
キ
リ
ス
ト
教
』、
七
九
―
九
一
頁
、
参
照
。

（
102
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
五
巻
、
九
〇
頁
。

（
103
）　

志
立
鉄
次
郎
「
清
い
心
の
持
主
」（
前
掲
『
祖
父
福
沢
一
太
郎
の
想
出
』）、
六
頁
。

（
104
）　

シ
モ
ン
ズ
の
夫
人
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
で
あ
り
、
一
太
郎
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
人
々
と
触
れ
あ
う
機
会
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
前
掲

『
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
福
沢
諭
吉
―U

nitarian

＝
自
由
キ
リ
ス
ト
教
』、
八
五
頁
）。
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（
105
）　

一
太
郎
は
帰
国
後
も
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
好
意
的
態
度
を
維
持
し
た
よ
う
で
、
慶
應
義
塾
基
督
教
青
年
会
編
『
慶
應
義
塾
基
督
教
青
年

会
三
〇
年
史
』（
慶
應
義
塾
基
督
教
青
年
会
、
昭
和
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
際
に
は
、「
慶
應
義
塾
基
督
敎
青
年
会
三
〇
年
史
の
発
刊
を
祝

す
」
と
題
す
る
祝
辞
を
寄
せ
、「
現
思
想
界
の
複
雑
を
極
め
て
ゐ
る
時
に
当
つ
て
は
、
日
本
在
来
の
宗
教
を
研
究
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

ら
う
が
、
欧
米
諸
国
人
の
思
想
の
根
底
を
な
し
て
ゐ
る
基
督
教
に
つ
い
て
知
る
と
い
ふ
こ
と
は
非
常
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
（
一
頁
）。
な
お
、
岩
崎
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
在
学
中
、
日
曜
日
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
の
礼
拝
に
参
加
し
て
説
教
を
聴
く
と
い
う

日
々
を
一
、
二
年
続
け
、
周
囲
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
方
が
よ
い
と
勧
め
ら
れ
て
、
一
太
郎
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
毎
週
日
曜
に
君
が

チ
ャ
ア
チ
で
聴
く
説
法
の
全
部
を
信
用
す
る
事
が
出
来
て
、
バ
イ
ブ
ル
の
全
部
を
承
認
す
る
事
が
出
来
た
ら
、
洗
礼
を
受
く
可
き
で
あ
る
。

若
し
疑
点
を
持
ち
難
解
の
点
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
氷
解
す
る
迄
待
つ
可
き
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
、
結
局
洗
礼
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う

（
前
掲
「
福
沢
一
太
郎
先
生
に
関
し
て
」、
二
六
―
二
七
頁
）。
一
太
郎
自
身
、
キ
リ
ス
ト
教
に
は
感
化
を
受
け
つ
つ
も
、
説
教
や
聖
書
の

ど
こ
か
に
疑
点
を
感
じ
て
、
洗
礼
を
受
け
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
キ
リ
ス
ト
教
、
特
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と

の
距
離
を
取
ら
ざ
る
得
な
い
複
雑
な
事
情
も
あ
っ
た
。
本
文
の
通
り
、
一
太
郎
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
に
親
近
感
を
持
っ
て
お
り
、
ナ
ッ
プ
と

も
信
頼
関
係
を
築
い
た
も
の
の
、
福
沢
は
の
ち
に
ナ
ッ
プ
と
決
裂
し
た
た
め
、
土
屋
博
政
は
、「
そ
の
結
果
、
彼
（
一
太
郎
―
引
用
者
）

は
最
後
の
最
後
ま
で
宗
教
的
に
帰
属
で
き
る
も
の
を
持
て
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
よ
う
だ
」
と
指
摘
す
る
（
前
掲
『
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
福
沢

諭
吉
―U

nitarian

＝
自
由
キ
リ
ス
ト
教
』、
一
八
八
―
一
九
〇
頁
）。
た
だ
、
武
田
清
子
に
よ
る
と
、
一
太
郎
が
妹
の
志
立
タ
キ
に
あ
て

た
ら
し
い
遺
書
に
は
、
葬
儀
は
キ
リ
ス
ト
教
式
で
行
っ
て
ほ
し
い
と
ひ
そ
か
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
武
田
清
子
『
人
間
観
の
相
剋
―

近
代
日
本
の
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
』
弘
文
堂
、
昭
和
三
四
年
、
三
五
頁
）。

（
106
）　
「
帰
朝
記
事　

福
沢
一
太
郎
氏
英
文
の
翻
訳
」（『
時
事
新
報
』
明
治
二
一
年
九
月
一
三
日
―
一
五
日
、
一
七
日
付
）。

（
107
）　

前
掲
「
福
沢
一
太
郎
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
事
典
』）、
五
六
一
頁
、
前
掲
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）、
八
八
八
―
八
八
九
頁
。

時
事
新
報
の
原
稿
用
紙
に
一
太
郎
が
起
草
し
、
福
沢
が
筆
を
加
え
た
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
い
く
つ
か
は
紙
面
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書 

福
沢
諭
吉
と
慶
應
義
塾
（
収
録
文
書
目
録

第
四
分
冊
・
福
沢
諭
吉
関
係
資
料
（
二
））』
雄
松
堂
、
平
成
一
〇
年
、F09
―A

D
16

―01

―F09

―A
D

20

）。

（
108
）　

福
沢
一
太
郎
「
実
学
者
の
苦
心
談
（
慶
應
義
塾
学
生
諸
君
に
告
ぐ
）」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
二
号
、
明
治
三
二
年
二
月
）、
五
五

頁
。
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（
109
）　

福
沢
一
太
郎
「A

tsum
ori, Prince of the T

aira; A
 Japanese Rom

ance

」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
二
二
号
、
明
治
三
二
年
一

二
月
）、
一
―
八
頁
。

（
110
）　

福
沢
一
太
郎
「
西
洋
文
明
の
泉
源
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
二
三
号
、
明
治
三
三
年
一
月
）、
四
六
頁
。

（
111
）　

福
沢
一
太
郎
「
修
身
要
領
に
就
て
（
一
）」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
二
六
号
、
明
治
三
三
年
四
月
）、
六
頁
。
明
治
三
三
年
に
は
、
共

著
で
『
修
身
要
領
講
演
』
と
題
す
る
解
説
書
も
刊
行
し
て
い
る
（
福
沢
一
太
郎
等
述
『
修
身
要
領
講
演
』
慶
應
義
塾
、
明
治
三
三
年
）。

一
太
郎
の
修
身
要
領
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
小
山
太
輝
「
福
沢
一
太
郎
」、
四
七
頁
、
前
掲
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）、

四
五
三
―
四
九
五
頁
な
ど
、
参
照
。

（
112
）　

福
沢
一
太
郎
「
文
藝
の
嗜
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
三
一
号
、
明
治
三
三
年
九
月
）、
四
頁
。

（
113
）　

福
沢
一
太
郎
「
徳
川
家
康
と
英
米
人
種
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
二
八
号
、
明
治
三
三
年
六
月
）、
九
頁
。

（
114
）　

福
沢
一
太
郎
「
清
醜
分
化
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
二
九
号
、
明
治
三
三
年
七
月
）、
一
八
頁
。

（
115
）　

福
沢
一
太
郎
「
根
本
的
倹
約
論
（
慶
應
義
塾
学
生
諸
君
に
告
ぐ
）」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
四
〇
号
、
明
治
三
四
年
五
月
）、
六
―
七

頁
。

（
116
）　

福
沢
一
太
郎
「
日
英
同
盟
と
英
文
学
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
五
〇
号
、
明
治
三
五
年
三
月
）、
二
頁
。

（
117
）　

福
沢
一
太
郎
「
学
者
と
実
業
家
と
の
同
心
協
力
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
六
〇
号
、
明
治
三
六
年
一
月
）、
一
三
頁
。

（
118
）　

福
沢
一
太
郎
「
英
米
の
気
風
と
我
慶
應
義
塾
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
六
七
号
、
明
治
三
六
年
七
月
）、
四
頁
。

（
119
）　

福
沢
一
太
郎
「
慶
應
義
塾
の
進
運
を
祝
す
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
七
三
号
、
明
治
三
七
年
一
月
）、
一
頁
。
こ
の
論
説
に
つ
い
て

は
、
前
掲
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）、
六
七
九
、
七
三
八
頁
、
も
参
照
。

（
120
）　

福
沢
一
太
郎
「
乱
に
治
を
忘
る
ゝ
勿
れ
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
七
八
号
、
明
治
三
七
年
六
月
）、
一
頁
。

（
121
）　

福
沢
一
太
郎
「
乱
に
治
を
忘
る
ゝ
勿
れ
」（『
中
央
公
論
』
第
一
九
巻
六
号
、
明
治
三
七
年
七
月
）、
五
四
頁
。

（
122
）　

福
沢
一
太
郎
「
今
若
し
父
（
故
福
沢
大
先
生
）
が
在
世
な
ら
ば
如
何
な
る
言
行
を
為
す
か
」（『
実
業
之
世
界
』
第
五
巻
四
号
、
明
治

四
一
年
八
月
）、
四
〇
―
四
四
頁
。

（
123
）　

福
沢
一
太
郎
「
故
福
沢
先
生
回
顧
」（『
教
育
界
』
第
八
巻
五
号
、
明
治
四
二
年
三
月
）、
八
八
頁
。

（
124
）　

福
沢
一
太
郎
「
実
学
の
ツ
レ
ー
ニ
ン
グ
と
人
事
の
実
際
（
義
塾
商
工
学
校
卒
業
生
に
告
ぐ
）」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
七
八
号
、
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明
治
四
五
年
五
月
）、
六
頁
。

（
125
）　

福
沢
一
太
郎
「
慶
應
義
塾
卒
業
生
諸
君
に
告
ぐ
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
八
〇
号
、
明
治
四
五
年
七
月
）、
一
頁
。

（
126
）　

福
沢
一
太
郎
「
社
会
に
於
け
る
礼
儀
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
九
五
号
、
大
正
二
年
一
〇
月
）、
五
頁
。
こ
の
ほ
か
、
大
正
四
年

に
商
工
学
校
創
立
一
〇
年
記
念
会
が
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、「
蒙
昧
俗
社
会
の
蒙
を
開
て
文
明
の
進
歩
に
貢
献
す
る
」
こ
と
と
「
西
洋
実

学
の
全
体
の
学
問
に
対
す
る
心
掛
を
忘
れ
ず
し
て
文
明
紳
士
の
品
位
、
威
厳
を
保
つ
」
よ
う
呼
び
か
け
た
一
太
郎
の
祝
辞
の
下
書
き
と
思

わ
れ
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
、
受
入
番
号
・
遺
品68

―23

）

（
127
）　

大
正
一
一
年
六
月
に
塾
長
の
鎌
田
栄
吉
が
文
部
大
臣
に
就
任
し
、
後
任
と
し
て
林
毅
陸
が
擬
せ
ら
れ
た
も
の
の
、
林
は
当
時
衆
議
院

議
員
で
あ
っ
た
た
め
、
政
界
と
の
関
係
を
清
算
し
て
適
任
者
と
な
る
翌
年
一
一
月
ま
で
、
一
太
郎
が
塾
長
を
兼
務
し
た
。
詳
し
く
は
、
慶

應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
後
）（
慶
應
義
塾
、
昭
和
三
九
年
）、
三
―
四
、
八
九
―
一
〇
五
頁
、
参
照
。

（
128
）　
『
三
田
新
聞
』
大
正
一
一
年
一
二
月
二
四
日
付
。

（
129
）　

福
沢
一
太
郎
「
慶
應
義
塾
々
生
に
告
ぐ
」（『
三
田
評
論
』
第
三
〇
七
号
、
大
正
一
二
年
二
月
）、
四
頁
。

（
130
）　
『
三
田
新
聞
』
昭
和
二
年
五
月
二
八
日
付
。

（
131
）　
「
故
福
沢
社
頭
葬
儀
記
事
」（『
三
田
評
論
』
第
四
九
二
号
、
昭
和
一
三
年
八
月
）、
四
頁
。
先
述
の
よ
う
に
一
太
郎
は
キ
リ
ス
ト
教
式

の
葬
儀
を
望
ん
だ
よ
う
だ
が
、
実
際
の
告
別
式
は
仏
式
で
、
慶
應
義
塾
大
講
堂
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
、「
一
乗
院
釈
大
成
明
朗
居
士
」

の
法
名
を
受
け
て
、
多
摩
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
（
同
前
、
四
―
六
頁
）。
一
太
郎
の
葬
儀
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
昭
和
一
三
年
六
月　

社
頭
福
沢
一
太
郎
先
生
葬
儀
関
係
書
類
」
と
題
す
る
大
部
の
簿
冊
に
詳
細
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
（
受
入
番
号
・K

92027

―19

）。

（
132
）　

小
泉
信
三
「
福
沢
社
頭
」（『
三
田
評
論
』
第
四
九
二
号
、
昭
和
一
三
年
八
月
）、
一
頁
。

（
133
）　

志
立
タ
キ
「
兄
上
を
想
ふ
」（
前
掲
『
祖
父
福
沢
一
太
郎
の
想
出
』）、
一
〇
―
一
一
頁
。

（
134
）　

小
山
完
吾
「
至
孝
至
誠
の
人
」（
前
掲
『
祖
父
福
沢
一
太
郎
の
想
出
』）、
一
七
―
一
八
頁
。

（
135
）　

福
沢
宏
「
父
を
し
の
び
て
」（
前
掲
『
祖
父
福
沢
一
太
郎
の
想
出
』）、
三
六
頁
。
一
太
郎
が
稀
代
の
読
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
慶

應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
福
沢
一
太
郎
蔵
書
目
録
』（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
膨

大
な
蔵
書
（
洋
書
七
〇
四
冊
、
和
漢
書
三
一
四
冊
）
に
よ
っ
て
も
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
136
）　

林
毅
陸
「
福
沢
社
頭
を
憶
ふ
」（『
三
田
評
論
』
第
四
九
二
号
、
昭
和
一
三
年
八
月
）、
一
七
頁
。

（
137
）　

小
泉
信
三
「
福
沢
一
太
郎
先
生
を
憶
ふ
―
昭
和
一
四
年
六
月
二
三
日
故
福
沢
一
太
郎
先
生
一
周
忌
記
念
講
話
」（『
三
田
評
論
』
第
五

〇
四
号
、
昭
和
一
四
年
八
月
）、
三
―
四
頁
。

（
138
）　

福
沢
は
『
福
翁
自
伝
』
の
な
か
で
、「
親
子
の
間
は
愛
情
一
偏
で
何
ほ
ど
年
を
取
て
も
互
に
理
屈
ら
し
い
議
論
は
無
用
の
沙
汰
で
あ

る　

是
れ
は
私
も
妻
も
全
く
同
説
で
親
子
の
間
を
成
る
丈
け
離
れ
ぬ
や
う
に
す
る
計
り
」
だ
と
し
て
、
両
名
の
留
学
中
は
米
国
の
郵
便
船

が
来
る
た
び
に
書
簡
を
送
り
、
そ
の
数
は
六
年
間
で
「
三
百
何
十
通
」
に
及
ん
だ
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
現
存
す
る
留
学
中
の

一
太
郎
・
捨
次
郎
両
名
宛
、
ま
た
一
太
郎
宛
、
捨
次
郎
宛
の
書
簡
は
、
計
一
一
二
通
で
あ
る
（
松
沢
弘
陽
校
注
『
福
沢
諭
吉
集　

新
古
典

文
学
大
系 

明
治
編
一
〇
』
岩
波
書
店
、
平
成
二
三
年
、
三
四
四
頁
）。


